
泉大津の暮らしをもっと便利にする広報紙 
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いっぱいつかめたよ!!（池上曽根弥生学習館ふれあいまつり・古代米のつかみ取り） 今月の
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法律相談【要予約】予約専用電話　蕁23・4400
　木曜日・第2火曜日　市役所1階市民相談室
　※前日（前日が祝日の場合は前々日）の午前9時から電
話で予約受付。先着8人。相談時間は20分以内。なお、
時間の指定はできません。
一般相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
交通事故相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
行政相談　蕁33・1131
　第2月曜日、第4火曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
司法書士相談　蕁33・1131
　第1金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
土地家屋調査士相談　蕁33・1131
　第3金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
不動産相談　蕁33・1131
　第2・4金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
税務相談　蕁33・1131
　第3月曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室

特設人権相談　蕁33・1131
　第2・3・4水曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
消費生活相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午後1時～4時
　市役所1階消費生活相談コーナー
人権相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階人権啓発課相談室
家庭児童相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前9時30分～午後4時
　市役所1階児童福祉課
母子寡婦相談　蕁33・1131
　月・木曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階児童福祉課
高齢者総合相談　蕁21・0294
　月～金曜日　午前9時～午後5時15分
　高齢者保健・福祉支援センター（ベルセンター）
心配ごと相談　蕁21・9871
　火曜日　午後1時30分～3時30分
　総合福祉センター
教育・幼児教育相談　蕁31・4460
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　教育支援センター
　心の相談ホットライン（蕁26・0005）

医療相談　蕁32・5622
　月～金曜日　午前9時～午後4時　市立病院
防火相談　蕁21・0119
　毎日　午前9時～午後5時　消防本部
労働相談　蕁23・8689
　火～日曜日　午前9時～午後5時
　労働政策課（勤労青少年ホーム内）
就労相談【要予約】　蕁23・8689
　火～金曜日　午前9時～午後5時
　労働政策課（勤労青少年ホーム内）
住宅相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時
　市役所2階建築住宅課
福祉なんでも相談（出張窓口）　蕁33・1131
　第2・４金曜日 午後1時～午後3時
　地域包括支援センター
女性相談（面談は要予約）
　にんじんサロン 蕁21・6500
　火～金曜日　午前10時～午後5時
　人権啓発課 蕁33・9208
　月～金曜日　午前9時～午後5時

　　　携帯サイトのQRコード：なお閲覧には、通信料が必要です。→

広報紙が届かない世帯の人は、秘書広報課へお問い合わせください。
本市の情報は、インターネットや携帯サイトからもご覧になれます。
PC　http://www.city.izumiotsu.lg.jp/　　　　携帯　http://www.city.izumiotsu.lg.jp/m/

市役所窓口業務は月～金曜日（土・日曜日、
祝日と 12 月 29 日～1 月 3 日の年末年始を
除く）午前 8 時 45 分から午後 5 時 15 分ま
で行っています。

泉大津の寺院今昔⑹ 海蔵寺①

南海本線の北助松駅から和歌山方面に向って海側に
こんもり茂った森、牛滝塚が見えます。牛滝塚は助松
本陣田中家累代の墓所ですが、ここにはかつて海蔵寺
という寺院が建っていました。
元禄13年(1700)の記録には海蔵寺の由緒について、

「近江国大津青竜寺の末寺で開基年は不明、法燈国師の
開基でかつては広い境内に伽藍が建っていたがその後
破壊され、元亀年間(1570～1573)に浄鎮という人物
が同地に中興した」と記しています。
法燈国師とは鎌倉時代の臨済宗の僧、心地覚心

(1207～1298年)のことです。心地覚心による開山伝
承が正しければ開山は鎌倉時代にまでさかのぼること
になります。
中興とされる浄鎮は助松本陣田中家の祖である田中

遠江守重景の子、半右衛門重弘で、明治4年(1871)の
記録によれば、天正4年（1576）に戦死した重景と田
中家祖先の供養のために海蔵寺を再建したとされます。

次回は　泉大津の寺院今昔⑺をお伝えします。

田中家累代墓所の牛滝塚



インターンシップ生 募集
学生さんの社会参加応援！ 市役所で長期の就業体験しませんか

市職員募集

アツイ人、　　大歓迎！インターンシップ生 募集

平成23年 10 月採用 市では、平成 23 年 10 月１日採用予定
として下記の職員を募集します（国籍は
問いません）。まちづくりや市民福祉の
向上のため、本気になって取り組める人
をお待ちしています。

①採用予定職種・受験資格および採用予定人員
②受験手続および受付時間

　市では、長期のインターンシップ（就業体験）を実施し、
学生の皆さんの社会参加を応援します。
　市役所における就業体験を通じ、「地方公務員とは」「泉
大津市とは」「市役所の業務内容とは」「どの分野で活躍し
たいか」などを見極める機会として、積極的にご参加くだ
さい。
対象　平成 23 年４月１日現在、学校教育法に規定する大
学（短期大学を除く）の２年生で「泉大津市役所で就業体
験をしたい」という熱い思いのある人
募集人数　５人程度
選考日時　６月26日㈰　午前10時～
選考内容　当日、90 分間で記入いただくエントリーシー
トの内容をもとに選考

※応募多数の場合は面接にて二次選考をします。
体験内容　２年生と３年生の夏休みに１か月程度の就業体
験、また市の催しなどへの自主参
加
実施要領と申込書などの配布
人事課窓口で配布。本市ホーム
ページでダウンロードも可
申込　６月 13 日㈪から 20 日㈪
までに申込書を人事課へ持参、ま
たは人事課宛に郵送。郵送の場合
は６月17日㈮までの消印有効
問合　人事課（市役所４階）

上級土木職 

保健師

社会福祉士

臨床心理士

保育士

１人

１人

１人

１人

３人

【上級土木職受験資格の注意事項】
 上級土木職の受験については、土木施工管理技術検定試験の受験資格である「国
土交通省令で定められている学科（指定学科）」の履修が必要となります。

※ただし、次のいずれか一つに該当する人は、受験できないものとします。
①成年被後見人、被保佐人（民法の一部を改正する法律（平成 11 年法律第
149 号）附則第３条第３項の規定により従前の例によることとされる準禁
治産者を含む。）

②禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、またはその執行を受け
ることがなくなるまでの人

③泉大津市において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過し
ない人

④日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法またはその下に成立した政
府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、またはこ
れに加入した人

1. 提出書類…職員採用試験申込書、受験票
　※職員採用試験申込書および受験票は本市
所定用紙で、人事課にて６月１日㈬から交
付。市ホームページからもダウンロード可。

2. 受付期間・時間…
　６月 20 日㈪～30 日㈭　午前 8 時 45 分～
午後５時15分

　※人事課窓口にて受付（土・日曜日は除く）。
なお、郵送による申し込みは、〒595-8686
（住所記載不要）泉大津市役所　人事課宛に、
６月28日㈫までの消印有効で受け付け

1. 第１次試験…７月９日㈯　午前９時～　　
市役所（受験者数により変更の場合あり）

　※結果は合否に関わらず本人に通知します
2. 第２次試験…第１次試験合格者に通知
3. 第３次試験…第２次試験合格者に通知

問合　人事課（市役所４階）

受験資格職 種 採用予定
人員

③試験日および試験場
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政たし立成に下のそはたま法

体体験業業就の期長長でで
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タタ ンンシシンンタ ン
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シ

法育教校学、在現日１月４年
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込申と領要施実

加
催の市たま、験
年２容内験体
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だく加参ご
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す
ま

2

堅川

北助松駅北助松駅

小津中小津中

松之浜駅松之浜駅
浜小

小津中

上條小

北助松駅
松之浜西

松之浜町

松之浜駅

　

市
で
は
、
こ
の
た
び
の
東
日
本
大

震
災
の
被
害
実
態
を
踏
ま
え
、
訓
練

を
通
じ
て
、
避
難
ル
ー
ト
や
避
難
場

所
な
ど
、
自
分
の
身
を
守
る
方
法
に

つ
い
て
改
め
て
確
認
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
今
後
発
生
が
予
想
さ
れ
て

い
る
東
南
海
・
南
海
地
震
な
ど
の
海

溝
型
地
震
に
よ
る
津
波
の
発
生
を
想

定
し
て
、
次
の
と
お
り
津
波
避
難
訓

練
を
行
い
ま
す
。

　
訓
練
参
加
者
は
、
同
報
系
防
災
行

政
無
線
の
拡
声
器
か
ら
放
送
さ
れ
る

避
難
指
示
に
基
づ
き
避
難
を
開
始

し
、
自
宅
か
ら
安
全
に
避
難
で
き
る

経
路
の
確
認
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、

避
難
場
所
に
な
っ
て
い
る
上
條
小
学

校
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
避
難
完

了
後
に
は
、
防
災
講
演
会
も
開
催
し

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
の
津
波
避
難
訓
練
で

は
、
車
い
す
を
使
っ
た
災
害
時
要
援

護
者
避
難
訓
練
も
行
い
ま
す
。

実
施
日
時　
７
月
３
日
㈰　
午
前
９

時
〜
11
時

訓
練
想
定　
午
前
９
時
に
、
紀
伊
半

島
沖
の
震
源
の
深
さ
が
20
㎞
、
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
４
の
海
溝
型
地
震

が
起
こ
り
、
そ
れ
に
よ
り
津
波
が
発

生
し
、
大
阪
湾
に
襲
来

訓
練
対
象
地
域　
南
海
本
線
よ
り
西

側
か
つ
浜
小
学
校
横
の
堅
川
か
ら
北

側
の
地
域
（
左
下
地
図
参
照
）

訓
練
参
加
者　
訓
練
対
象
地
域
内
の

自
治
会
よ
り
事
前
に
選
出
し
て
い
た

だ
い
た
人
（
約
１
０
０
人
）。
当
日

参
加
も
可
。
訓
練
放
送
に
よ
り
上
條

小
学
校
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い

避
難
場
所　
上
條
小
学
校
体
育
館

内
容　
▽
午
前
９
時
〜
10
時…

津
波

避
難
訓
練
・
車
い
す
を
使
っ
た
災
害

時
要
援
護
者
避
難
訓
練
・
消
防
団
に

よ
る
被
害
状
況
な
ど
の
確
認　
▽
10

時
〜
11
時…

防
災
講
演
会

同
報
系
防
災
行
政
無
線
の

拡
声
器
を
使
用
し
ま
す

　
７
月
３
日
の
津
波
避
難
訓
練
で

は
、
訓
練
対
象
地
域
に
設
置
し
て
い

ま
す
同
報
系
防
災
行
政
無
線
の
拡
声

器
に
て
、
次
の
と
お
り
訓
練
放
送
を

行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。　

放
送
日
時　
７
月
３
日
㈰　
午
前
９

時
３
分
ご
ろ

放
送
範
囲　
南
海
本
線
よ
り
西
側
か

つ
浜
小
学
校
横
の
堅
川
か
ら
北
側
の

地
域
（
た
だ
し
、
風
向
な
ど
に
よ
り
、

上
記
地
域
以
外
に
聞
こ
え
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
）

放
送
内
容　
ま
ず
、
訓
練
の
予
告
放

送
が
流
れ
、
そ
の
あ
と
サ
イ
レ
ン
が

約
５
秒
鳴
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
次

の
内
容
の
放
送
が
２
回
流
れ
ま
す

　
「
訓
練
、
訓
錬
、
訓
練
こ
ち
ら
は
、

泉
大
津
市
災
害
対
策
本
部
で
す
。
午

前
９
時
３
分
大
阪
府
沿
岸
に
津
波
警

報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
す
ぐ
に
安

全
な
場
所
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
訓
練
、
訓
練
で
す
（
繰
り

返
す
）」「
以
上
で
訓
練
放
送
を
終
了

い
た
し
ま
す
」。

　
津
波
避
難
訓
練
に
参
加
し
な
い
人

お
よ
び
訓
練
地
域
以
外
の
皆
さ
ん
に

は
早
朝
か
ら
お
騒
が
せ
し
ま
す
が
、

ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

問
合　
危
機
管
理
課
（
市
役
所
４
階
）

　

津
波
避
難
訓
練

津
波
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

を
実
施
し
ま
す
。

ニ
チ
ュ

が
起
こ

東
日
本
大
震
災

東
日
本
大
震
災

義
援
金
合
計

義
援
金
合
計

　

４
２
０
０

　

４
２
０
０
万
円
超

万
円
超

日
7/3

城県沖を震源とした東日本大震災
を受け、本市では被災地域の早期
復旧および復興のため、支援物資

の搬送や、給水活動を行う職員派遣などを
実施しています。
　また、市では泉大津商工会議所と合同で
東日本大震災義援金対策泉大津本部を立ち
上げ、地震発生直後から市民・各種団体の
皆さんから多くの義援金をいただいていま
す。同本部と日本赤十字社泉大津地区に集
まった義援金は、５月６日締め切り分で
4,291 万 4,141 円となりました。ご協力、
誠にありがとうございます。これらの義援
金は、日本赤十字社、岩手県大船渡市、日
本商工会議所へ送らせていただきました。
　市では今後もできる限りの支援に取り組
んでいく所存です。なお、６月１日以降の
義援金受付窓口は、市役所隣の総合福祉セ
ンター（日赤泉大津地区）となります。
問合　秘書広報課（市役所４階）　

市内３中学の生徒会が、南海本線市内３駅の駅前で募金活動を
行い、多くの皆さんのご協力をいただきました

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

宮

…訓練対象地域 …防災行政無線の拡声器位置

7/3 津波避難訓練対象地域



　
平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

に
つ
い
て
、
平
成
19
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に

居
住
部
分
に
対
し
て
廊
下
の
拡
幅
や

手
す
り
の
取
り
付
け
な
ど
の
一
定
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
行
っ
た

場
合
、
そ
の
住
宅
に
係
る
固
定
資
産

税
額
の
う
ち
、
１
０
０
㎡
相
当
分
ま

で
の
３
分
の
１
の
額
を
翌
年
度
に
限

り
減
額
し
ま
す
。

要
件

▽
改
修
工
事
を
行
っ
た
居
住
部
分
に

65
歳
以
上
の
人
、
介
護
保
険
法
の

要
介
護
も
し
く
は
要
支
援
の
認
定

を
受
け
て
い
る
人
、
ま
た
は
一
定

の
障
が
い
の
あ
る
人
が
居
住
す
る

こ
と

▽
改
修
工
事
の
内
容
が
、
通
路
ま
た

は
出
入
り
口
の
拡
幅
、
階
段
の
勾

配
の
緩
和
、
浴
室
の
改
良
、
便
所

の
改
良
、
手
す
り
の
取
り
付
け
、

床
の
段
差
の
解
消
、
引
き
戸
へ
の

取
り
替
え
、
ま
た
は
床
表
面
の
滑

り
止
め
化
で
あ
る
こ
と 

▽
改
修
工
事
費
用
が
、
補
助
金
な
ど

を
除
き
、
30
万
円
以
上
で
あ
る
こ

と
▽
居
住
部
分
の
床
面
積
が
そ
の
住
宅

全
体
の
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上

で
あ
る
こ
と

申
請
方
法　
次
の
書
類
を
添
付
し
て

改
修
工
事
終
了
後
３
か
月
以
内
に
申

告
書
を
税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま
で

提
出

▽
居
住
者
の
要
件
を
確
認
で
き
る
書

類
▽
改
修
工
事
の
内
容
お
よ
び
改
修
工

事
に
要
し
た
費
用
の
額
を
確
認
で

き
る
書
類

▽
改
修
工
事
を
行
っ
た
箇
所
の
工
事

前
後
の
写
真

そ
の
他
注
意
事
項

▽
耐
震
改
修
工
事
に
伴
う
固
定
資
産

税
の
減
額
措
置
、
ま
た
は
新
築
住

宅
に
係
る
固
定
資
産
税
の
減
額
措

置
と
重
複
し
て
同
時
に
適
用
を
受

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

▽
過
去
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

に
伴
う
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置

の
適
用
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
住

宅
は
適
用
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん

▽
居
住
部
分
以
外
を
有
す
る
住
宅
の

場
合
、
住
宅
全
体
の
床
面
積
に
対

す
る
居
住
部
分
の
床
面
積
（
１
戸

あ
た
り
最
大
１
０
０
㎡
）
の
割
合

に
相
当
す
る
固
定
資
産
税
額
が
減

額
の
対
象
と
な
り
ま
す

▽
都
市
計
画
税
は
減
額
措
置
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん

　

平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

に
つ
い
て
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
の
間

に
、
居
住
部
分
に
対
し
て
一
定
の
省

エ
ネ
改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、
そ

の
住
宅
に
係
る
固
定
資
産
税
額
の
う

ち
、
一
戸
当
た
り
１
２
０
㎡
相
当
分

ま
で
の
３
分
の
１
の
額
を
翌
年
度
に

限
り
減
額
し
ま
す
。

要
件　

▽
次
の
①
か
ら
④
ま
で
の
改
修
工
事

の
う
ち
、①
を
含
む
改
修
工
事
を

行
い
、
改
修
工
事
に
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
の
部
位
が
現
行
の
省
エ
ネ
基
準

に
新
た
に
適
合
す
る
こ
と

　
①
窓
の
改
修
工
事

　
②
床
の
断
熱
改
修
工
事

　
③
天
井
の
断
熱
改
修
工
事

　
④
外
壁
の
断
熱
改
修
工
事

▽
当
該
改
修
工
事
費
用
が
30
万
円
以

上
で
あ
る
こ
と

▽
居
住
部
分
の
床
面
積
が
、
そ
の
住

宅
全
体
の
床
面
積
の
２
分
の
１
以

上
で
あ
る
こ
と

申
請
方
法　
次
の
書
類
を
添
付
し
て

改
修
工
事
終
了
後
３
か
月
以
内
に
申

告
書
を
税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま
で

提
出

▽
省
エ
ネ
改
修
工
事
の
内
容
お
よ
び

省
エ
ネ
改
修
工
事
に
要
し
た
費
用

を
証
す
る
書
類

▽
建
築
士
（
登
録
建
築
士
事
務
所
に

所
属
す
る
人
に
限
る
）、
指
定
確

認
検
査
機
関
ま
た
は
登
録
住
宅
性

能
評
価
機
関
が
発
行
し
た
現
行
の

省
エ
ネ
基
準
に
適
合
し
て
い
る
証

明
書

そ
の
他
注
意
事
項

▽
耐
震
改
修
工
事
に
伴
う
固
定
資
産

固
定
資
産
税

減
額
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

省
エ
ネ
改
修
工
事

バリアフリー改修・省エ
ネ改修・耐震改修・長期
優良住宅の新築など、一
定の工事を行った人は申
請をお願いします。
問合　税務課固定資産税
係（市役所１階９番窓口）
　

1

2

固定資産税（償却資産）
の実地調査を行っています

事業者の皆さん
ご協力をお願いします

4

税
の
減
額
措
置
ま
た
は
新
築
住
宅

に
係
る
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置

と
重
複
し
て
同
時
に
適
用
を
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

▽
過
去
に
省
エ
ネ
改
修
工
事
に
伴
う

固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
の
適
用

を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
住
宅
は
適

用
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

▽
居
住
部
分
以
外
の
部
分
を
有
す
る

住
宅
の
場
合
、
住
宅
全
体
の
床
面

積
に
対
す
る
居
住
部
分
の
床
面
積

（
一
戸
あ
た
り
最
大
１
２
０
㎡
）

の
割
合
に
相
当
す
る
固
定
資
産
税

額
が
減
額
の
対
象
と
な
り
ま
す

▽
都
市
計
画
税
は
減
額
措
置
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん

　

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
住
宅
に
つ
い
て
、
平
成
18
年

１
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
12
月
31
日

ま
で
の
間
に
、
建
築
基
準
法
に
基
づ

く
現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
さ
せ
る

よ
う
な
改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、

そ
の
住
宅
に
係
る
固
定
資
産
税
額
の

う
ち
、
一
戸
当
た
り
１
２
０
㎡
相
当

分
ま
で
の
２
分
の
１
の
額
を
翌
年
度

か
ら
一
定
期
間
減
額
し
ま
す
。

要
件

▽
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
現
行
の
耐

震
基
準
に
適
合
さ
せ
る
よ
う
な
改

修
工
事
で
あ
る
こ
と

▽
改
修
工
事
費
用
が
１
戸
当
た
り
30

万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

▽
居
住
部
分
の
床
面
積
が
そ
の
住
宅

全
体
の
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上

で
あ
る
こ
と

減
額
期
間　
▽
平
成
21
年
12
月
31
日

ま
で
に
改
修
し
た
場
合…

３
年
度
分

▽
平
成
22
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
24

年
12
月
31
日
ま
で
に
改
修
し
た
場
合

…

２
年
度
分　
▽
平
成
25
年
１
月
１

日
か
ら
平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で
に

改
修
し
た
場
合…

１
年
度
分

申
請
方
法　
次
の
書
類
を
添
付
し
て

改
修
工
事
終
了
後
３
か
月
以
内
に
申

告
書
を
税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま
で

提
出

▽
市
、
建
築
士
（
登
録
建
築
事
務
所

に
所
属
す
る
人
に
限
る
）、
指
定

確
認
検
査
機
関
、
登
録
住
宅
性
能

評
価
機
関
が
発
行
し
た
耐
震
基
準

適
合
証
明
書
、
あ
る
い
は
、
登
録

住
宅
性
能
評
価
機
関
が
発
行
し
た

住
宅
性
能
評
価
書

　

※

耐
震
等
級
に
係
る
評
価
が
等
級

１
、
等
級
２
ま
た
は
等
級
３
で

あ
る
も
の
に
限
る

　

※

市
が
証
明
書
を
発
行
で
き
る
の

は
、
市
か
ら
泉
大
津
市
木
造
住

宅
耐
震
改
修
補
助
金
を
受
け
て

耐
震
改
修
を
行
っ
た
と
き
の

み
。
こ
の
場
合
、
建
築
住
宅
課

で
証
明
書
を
発
行

▽
耐
震
改
修
工
事
の
内
容
お
よ
び
耐

震
改
修
工
事
に
要
し
た
費
用
の
額

を
確
認
で
き
る
書
類

そ
の
他
注
意
事
項

▽
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
、
省
エ
ネ
改

修
工
事
に
伴
う
固
定
資
産
税
の
減

額
措
置
と
重
複
し
て
同
時
に
適
用

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

▽
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
場
合
、
建
物

全
体
で
耐
震
基
準
に
適
合
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す

▽
居
住
部
分
以
外
の
部
分
を
有
す
る

住
宅
の
場
合
、
居
住
部
分
の
床
面

積（
１
戸
あ
た
り
最
大
１
２
０
㎡
）

の
そ
の
住
宅
全
体
の
床
面
積
に
対

す
る
割
合
に
相
当
す
る
固
定
資
産

税
額
が
減
額
の
対
象
と
な
り
ま
す

▽
都
市
計
画
税
は
減
額
措
置
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん

　

平
成
21
年
６
月
４
日
か
ら
平
成
24

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
一
定
の
要

件
を
満
た
す
長
期
優
良
住
宅
を
新
築

し
た
場
合
、
そ
の
住
宅
に
係
る
固
定

資
産
税
の
う
ち
、
一
戸
当
た
り
１
２

０
㎡
相
当
分
ま
で
の
２
分
の
１
の
額

を
一
定
期
間
減
額
し
ま
す
。

要
件

▽
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に

関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
認
定
長

期
優
良
住
宅
で
あ
る
こ
と

▽
居
住
部
分
の
床
面
積
が
そ
の
住
宅

全
体
の
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上

で
あ
る
こ
と

▽
居
住
部
分
の
床
面
積
が
50
㎡
（
１

戸
建
て
以
外
の
賃
貸
住
宅
の
場
合

は
40
㎡
）
以
上
２
８
０
㎡
以
下
で

あ
る
こ
と

減
額
期
間

▽
３
階
建
て
以
上
の
中
高
層
耐
火
住

宅…

新
築
後
７
年
間　
▽
上
記
以
外

の
住
宅…

新
築
後
５
年
間

申
請
方
法　
次
の
書
類
を
添
付
し
て

新
築
し
た
年
の
翌
年
１
月
31
日
ま
で

に
申
告
書
を
税
務
課
固
定
資
産
税
係

ま
で
提
出

▽
長
期
優
良
住
宅
認
定
通
知
書
な
ど

の
写
し

そ
の
他
注
意
事
項

▽
新
築
住
宅
に
係
る
固
定
資
産
税
の

減
額
措
置
と
重
複
し
て
同
時
に
適

用
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

▽
居
住
部
分
以
外
の
部
分
を
有
す
る

住
宅
の
場
合
、
住
宅
全
体
の
床
面

積
に
対
す
る
居
住
部
分
の
床
面
積

（
一
戸
あ
た
り
最
大
１
２
０
㎡
）

の
割
合
に
相
当
す
る
固
定
資
産
税

額
が
減
額
の
対
象
と
な
り
ま
す

▽
都
市
計
画
税
は
減
額
措
置
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん

　市内で工場や商店などを経営し、その
事業のために機械・装置、器具・備品な
どの事業用資産（償却資産）を所有して
いる人は、毎年１月１日現在の資産の状
況を市に申告しなければなりません。
　市では、市内事業所に対し、これらの
事業用資産の状況を確認させていただく
ため、調査を随時行っています。
　つきましては、税務課職員が事業所を
訪問し、帳簿書類（固定資産台帳、決算
書類および法人税（所得税）の申告書な
ど）を確認させていただく場合がありま
すので、その際にはご協力をお願いしま
す。
問合　税務課固定資産税係（市役所１階
９番窓口）

耐
震
改
修
工
事

長
期
優
良
住
宅
の
新
築

3

4

固定資産税（償却資産）固定資産税（償却資産）
の実地調査を行っていますの実地調査を行っています

事業者の皆さん事業者の皆さん
ご協力をお願いしますご協力をお願いします

5 広報いずみおおつ　平成23年6月号

蜷固定資産税減額についてのお知らせ



市･府民税 納税通知書
を送付します。

平成

年度

　平成23年度の市・府民税納税通知書を６月中旬に送付しま
す。個人市･府民税は前年中の所得をもとに計算され、１月１
日現在市内にお住まいの人に対して課税されます。

① 昨年度（平成 22 年度）にすでに「公的年金からの市・府
民税の特別徴収」が開始されている人の場合
　今年２月の特別徴収税額と同額を、４・６・８月支給の公
的年金から引き続き特別徴収しています。これを「仮特別徴収」
といい、また、この税額を「仮特別徴収税額」といいます。
　今年度（23 年度）の 10 月以降の特別徴収税額は、今年度
の公的年金に対する税額から、４・６・８月に特別徴収する「仮
特別徴収税額」を差し引いた残りの税額となります。
　仮特別徴収税額および 23 年度の特別徴収税額については、
納税通知書の表紙と、課税明細書に記載しておりますのでご
確認ください。
　なお、22 年度において、税額変更などにより特別徴収が停
止となっている人については、第１期分および第２期分は「普
通徴収」、10 月以降については「公的年金からの特別徴収」
となりますのでご了承ください。
　また、23 年１月２日以降に他市町村へ転出した人、または
本市に転入した人は、今年度は公的年金からの特別徴収はさ
れません。
② 平成 23 年度から初めて「公的年金からの市・府民税の特
別徴収」が開始される人の場合
　平成 23 年４月１日現在 65 歳以上の人のうち、年金所得に
対して市・府民税額が発生する人については、今年の10月以
降に支給される公的年金から、「公的年金に対する市・府民税
額」を引き落とします。これを「公的年金からの市・府民税
の特別徴収」といいます。
　なお、特別徴収するのは「公的年金に対する市・府民税」
のみですので、他に不動産所得や営業所得などがある場合は、
それらに対する税額は給与からの特別徴収（給与天引き）ま
たは普通徴収 ( 納付書や口座振替などによる納付）となりま
すので、ご注意ください。
▷対象者…平成23年４月１日現在65歳以上の年金受給者で、
年金に対する税額が発生する人です。なお、老齢基礎年金な
どの支払いが年間18万円未満の人や、介護保険料が公的年金
から特別徴収されていない人などは、特別徴収の対象とはな
りません
　※特別徴収の対象となる人については、納税通知書の表紙
に、「公的年金からの特別徴収税額」「特別徴収を行う公的
年金の種類及び支払者の名称」などを記載していますので、
ご確認ください。

▷特別徴収が行われる年金…老齢または退職を支払事由とす
る公的年金

▷特別徴収が開始される時期…平成 23 年 10 月に支給される

公的年金から
▷特別徴収税額…「公的年金に対する年税額の２分の１」を
10 月以降に支給される公的年金から特別徴収します。した
がって残りの２分の１については、第１期分と第２期分と
に分けて、６月および８月に普通徴収 ( 納付書や口座振替
等による納付）の方法で納付いただきます

▷仮特別徴収税額…仮特別徴収税額については、前記「①昨
年度から公的年金からの市・府民税の特別徴収が開始され
ている人の場合」の説明をご参照ください

　申告期限内（３月15日まで）に配偶者控除や扶養控除、社
会保険料（国民健康保険料や国民年金保険料など）や生命保
険料・地震保険料の申告がお済みの人については、申告いた
だいた内容が市・府民税額の決定に反映されています。まだ
申告がお済みでない人は、申告をすることにより税額を低く
抑えることができる場合がありますので、それらの金額が分
かる証明書などと印鑑をご持参のうえ、ご相談ください。

　不慮の災害にあわれた場合や、生活保護法による扶助を受
ける人、その他特別な事情により納付が困難な人は、その状
況により市税の納期を延ばしたり、分割納付や税額を減免す
る制度がありますのでご相談ください。なお、次の要件に該
当する人は、減免を受けられる場合がありますので、お問い
合せください。
　また、減免の申請は原則としてその税の納期限の７日前ま
でに提出しなければなりません。
主な減免要件
個人市・府民税の場合
▷生活保護法の扶助や、貧困により生活のため公私の扶助を
受ける人

▷当該年において、所得が皆無となったため生活が著しく困
難となった人、またはこれに準ずると認められる人

▷学生および生徒
▷不慮の災害により納税の能力を喪失した人
▷前記に類する人であって特別の事情のある人
固定資産税・都市計画税の場合
▷貧困により生活のため公私の扶助を受ける人
▷災害により使用することのできない固定資産を有する人
▷営利を目的としない法人が直接公益の用に供する固定資産
（有料で使用するものを除く）
▷不慮の災害により納税の能力を喪失した人
▷前記に類する人であって特別の事情のある人
問合　税務課市民税係・固定資産税係（市役所１階９番窓口）

公的年金からの市・府民税の
特別徴収（引き落とし）制度について

扶養控除などの申告はお済みですか

不慮の災害にあわれた場合などに…市税の減免
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平成22年度
フカキ夢・ひとづくり海派遣外研修のご報告

際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
広
い
視
野
と
感
覚
を

持
っ
た
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、「
深
喜
人
材
育
成
基
金
」

を
活
用
し
、
平
成
18
年
度
よ
り
青
少

年
の
海
外
派
遣
研
修
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
も
、「
英
語
を
学
び
た
い
」

と
い
う
向
上
心
を
も
っ
て
応
募
し
た

中
学
生
か
ら
大
学
生
の
男
女
15
人
の

研
修
参
加
者
は
、
３
月
20
日
か
ら
28

日
の
９
日
間
に
わ
た
り
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
セ
ブ
島
に
あ
る
全
寮
制
の
語
学

学
校
に
滞
在
し
な
が
ら
、
英
語
力
を

磨
き
ま
し
た
。

　
研
修
校
で
あ
るEnglish Fella

（
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
フ
ェ
ラ
）
は
、

日
本
や
、
韓
国
・
台
湾
な
ど
の
英
語

が
苦
手
な
ア
ジ
ア
圏
の
学
生
に
、
第

二
の
言
語
と
し
て
英
語
を
教
え
る
語

学
セ
ン
タ
ー
で
す
。
全
寮
制
な
の
で
、

先
生
や
各
国
の
生
徒
た
ち
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
24
時
間
、
す

べ
て
英
語
で
す
。

　
研
修
の
ス
タ
ー
ト
は
、
文
法
や
ス

ピ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
レ
ベ
ル
テ
ス

ト
。
こ
の
レ
ベ
ル
テ
ス
ト
に
よ
っ
て

自
分
に
合
っ
た
ク
ラ
ス
分
け
が
さ

れ
、授
業
は
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
、グ
ル
ー

プ
レ
ッ
ス
ン
な
ど
一
日
約
６
時
間
に

お
よ
び
ま
し
た
。
レ
ッ
ス
ン
終
了
後

は
、
校
内
で
他
国
か
ら
の
研
修
生
ら

と
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

楽
し
ん
だ
り
、
校
内
の
プ
ー
ル
で
楽

し
む
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
充
実
し
た
研

修
期
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　「
最
終
日
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
会

話
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
会
話
の
幅
が
広
が
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
っ
と
英
語
の
勉
強
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」「
英
語
が
上

達
し
た
の
は
も
ち
ろ
ん
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
文
化
、
習
慣
に
つ
い
て
も
学
べ

た
」「
韓
国
な
ど
他
の
国
の
友
だ
ち

が
た
く
さ
ん
で
き
た
」
な
ど
、
研
修

生
か
ら
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
研
修
生
に
よ
る
研
修
報
告
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
中
で
す
。

問
合
　
企
画
調
整
課
（
市
役
所
４
階
）

セブ島で
英語を学びました!

平成22年度
フカキ夢・ひとづくり海外派遣研修のご報告

フィリピン・

（プロフィルは研修参加当時）

（池浦町）
宇野 恵利花 (17)

（北豊中町）
中村　文哉 (16)

（虫取町）
濵村　彩夏 (15)

（松之浜町）
林　明日香 (17)

（虫取町）
二井　春香 (16)

（東雲町）
堀内　梨花 (19)

（松之浜町）
水野　慎也 (15)

（宮町）
宮﨑　智子 (16)

（東雲町）
吉村 紗也香 (16)

（寿町）
大橋　歩 (17)

（北豊中町）
岡田　朋美 (18)

（田中町）
小山　紗里 (16)

（東豊中町）
上田 有美香 (19)

（板原町）
添田　杏奈 (16)

（池浦町）
寺田　有里 (20)

今
回
学
生
た
ち
が
滞
在
し
た
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
フ
ェ

ラ
校
。
英
語
学
習
は
も
ち
ろ
ん
、
授
業
が
終
わ
る
と
校

内
に
あ
る
プ
ー
ル
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
も
で
き
、
参
加
し

た
学
生
ら
は
意
欲
的
に
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た

本研修で活用した「深喜人材育成基金」とは？
　「深喜人材育成基金」は、本市板原町に本社を置く深喜毛織㈱か
らの寄付金を基礎として、人材育成に関わる事業などにあてられ
るものです。本研修では、この基金を利用して研修費用の半分を
市が補助し、残りの半額を本人による負担としています。

参加者一覧 国加
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滞
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今
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自
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ー
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学
語
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寮
全
る
あ
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ピ
リ
ィ
フ
、
り
た
わ
に
間

82
ら
か
日
02
月
３
、
は
者

の
人
51
女
男
の
生
学
大

た
し
募
応
て
っ
も
を
心

」
い
た
び
学
を
語
英
「、

ま
い
て
っ
行
を
修
研
遣
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少
青
り
よ
度
年
81
成
平
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学
の
二
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青
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よ
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材
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喜
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。
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６
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分

て
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テ
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の
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ス
テ
ル
ベ
レ
の
ど
な
グ
ン
キ
ー

ス
や
法
文
、
は
ト
ー
タ
ス
の
修
研

。
す
で
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英
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間
時
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、
ど
な
」
た
き
で
ん
さ
く
た
が

友
の
国
の
他
ど
な
国
韓
「」
た

も
て
い
つ
に
慣
習
、
化
文
の
ン

ィ
フ
、
ん
ろ
ち
も
は
の
た
し
達

語
英
「」
い
た
き
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で
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組
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強
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語
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と
っ
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ら
か
れ
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、
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だ
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た
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ま
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組
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し
加
参
、
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シ
ッ
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校
と
る
わ
終
が
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授
、
ん
ろ

ェ
フ
・
ュ
シ
ッ
リ
グ
ン
イ
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7 広報いずみおおつ　平成23年6月号

蜷市・府民税納税通知書を送付／フカキ夢・ひとづくり海外派遣研修報告



●
６
月
５
日
㈰
「
一
瞬
の
美
に
魅
せ

ら
れ
て
」
野
村
陽
一
氏
（
花
火
師
）

野
村
氏
は
、
全
国
の

花
火
大
会
で
賞
を
総

な
め
に
し
た
花
火
師

で
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
の
受
賞
は
10

回
を
数
え
ま
す
。
上
空
で
開
い
て
か

ら
燃
え
尽
き
る
ま
で
、
わ
ず
か
５
秒

の
「
光
の
芸
術
」。
創
意
工
夫
で
理

想
の
花
火
づ
く
り
に
挑
み
、
新
作
を

心
待
ち
に
し
て
い
る
フ
ァ
ン
は
多

い
。
華
麗
な
作
品
は
ビ
ー
ル
会
社
の

テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
も
「
出
演
」

し
話
題
に
。
１
９
５
０
年
水
戸
市
生

ま
れ
、
大
学
卒
業
と
同
時
に
家
業
の

花
火
師
と
し
て
修
業
を
積
ま
れ
ま
し

た
。

●
７
月
２
日
㈯
「
夢
の
『
青
い
バ
ラ
』

の
開
発
」　
田
中
良
和
氏
（
サ
ン
ト

リ
ー
植
物
科
学
研
究
所
長
）

田
中
氏
は
、
自
然
界

の
バ
ラ
に
存
在
し
な

か
っ
た
青
色
の
色
素

を
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
14
年
の

歳
月
を
か
け
て
作
り
、
世
界
中
の
花

愛
好
者
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
権
威
あ

る
「
農
学
賞
」（
２
０
０
９
年
）、「
全

国
発
明
表
彰
発
明
賞
」（
２
０
１
０

年
）
を
は
じ
め
、
16
に
お
よ
ぶ
賞
を

受
け
、
わ
が
国
の
高
い
技
術
力
を
示

し
ま
し
た
。
花
言
葉
は「
夢
か
な
う
」。

研
究
の
傍
ら
、
大
阪
大
学
、
神
戸
大

学
、
福
山
大
学
な
ど
の
客
員
教
授
、

非
常
勤
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

●
７
月
10
日
㈰
「
日
本
庭
園
と
そ
の

心
」　
北
山
安
夫
氏
（
庭
師
）

１
９
４
９
年
京
都
生

ま
れ
の
北
山
氏
は
、

学
生
時
代
は
野
球
部

で
活
躍
。
石
材
を
扱
っ
て
い
た
家
業

の
縁
で
京
都
の
庭
師
に
師
事
、
26
歳

で
独
立
。
高
台
寺
、建
仁
寺（
潮
音
庭
）

を
は
じ
め
各
地
で
庭
園
の
作
庭
、
修

復
を
行
っ
て
い
ま
す
。
近
年
は
南
ア

フ
リ
カ
、
イ
タ
リ
ア
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
な
ど
海
外
で
も
日
本
庭
園
づ
く

り
を
手
が
け
、
高
い
評
価
を
受
け
て

い
ま
す
。「
石
組
み
の
名
人
」
と
い

わ
れ
、「
感
動
す
る
庭
、
力
が
わ
い

て
く
る
庭
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

先
人
の
技
を
発
展
さ
せ
た
匠
た
ち

先
人
の
技
を
発
展
さ
せ
た
匠
た
ち

「オンリー１」の
新たな魅力

文化フォーラム　カルチャー・スコール　　　第2回「匠の技」

講
演
会
場
は
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
で
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜

３
時
30
分
。
入
場
無
料
。
午
後
１
時
か
ら
入
場
整
理
券
を
会
場
で
配

り
ま
す
。
南
海
電
鉄
後
援
。
問
合　

秘
書
広
報
課
（
市
役
所
４
階
）

写
真
／
野
村
氏
の
打
ち
上
げ
た
究
極
の
花
火
「
五
重
芯
」 講演会場

など

６～７月のカルチャー・スコールのテーマは、「匠の技～先人の技を発展させた人たち」（３
回）。先人から受け継いだ技に、磨き抜かれた職人芸や先端科学の光を当て、「オンリー１」
の新たな魅力を生み出した３人の匠をお招きし、その技について語っていただきます。

平和への願いを込めた
オリジナルのうちわを作ってみませんか？

　市では、広く市民の皆さんに平和の尊さを理解していた
だくために、平和への思いを乗せたうちわなどを展示する
「平和メッセージ展」を7月に開催します。
　ついては、この平和メッセージ展で展示する皆さんのう
ちわ作品を募集しています。
平和メッセージ展会期　7 月 8 日㈮～12 日㈫　※土・日
曜日も開催。ご応募いただいた作品すべてを展示
募集作品　「平和への願い」をテーマとしたイラストを描
いたうちわ。使用する画材、表現方法は自由　※うちわ配
布場所は下記「応募方法」参照
応募方法　秘書広報課、または公民館、図書館、勤労青少
年ホーム、織編館など公共施設に備え付けの応募用のうち
わに絵を描き、前記の各施設へ提出（応募作品は、後日記

念品とともに返却）
締切　6月 17日㈮まで
問合　秘書広報課（市役所4階）

平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
の

よ
う
す

　

　

　 　

　
　

　

　
　

ルナジリオ
願のへ和平

和平
　

　

　 　

　
　

　

　
　

せまみてっ作をわちうのル
ため込をい願

ーセッメ和
　

　

　 　

　
　

　

　
　

展
？かんせ

展ジジー
　

　

　 　

　
　

　

　
　

　

　

　 　

　
　

　

　
　

応ごご催開も日曜
展ジーセッメ和平
し集募を品作わち
のこ、はていつ
展ジーセッメ和平「
和平、にめたくだ
市く広、はで市　

　

　 　

　
　

　

　
　

示展をてべす品作たいだたい募応
㈫日21～㈮日8月7期会展

。すまいてし
るす示展で展ジーセッメ和平の

。すまし催開に月7を」展
どなわちうたせ乗をい思のへ和
理をさ尊の和平にんさ皆の民市

和平
　

　

　 　

　
　

　

　
　 報広書秘合問

日71月6切締
返にもとと品念

示
日・土※㈫

うのんさ皆

るす示展を
たいてし解

セッメ和
　

　

　 　

　
　

　

　
　

展
品

）階4所役市（課報
でま㈮日

）却返

展ジジ
募品作作

　

　

　 　

　
　

　

　
　

！集募
　

　

　 　

　
　

　

　
　

前、き描を絵にわ
館編織、ムーホ年
広書秘法方募応
応「記下は所場布
用使。わちうたい
和平「品作集募
応ごご。催開も日曜

　

　

　 　

　
　

　

　
　

品作募応（出提へ設施各の記前
応のけ付え備に設施共公どな館
館書図、館民公はたま、課報広

照参」法方募応
由自は法方現表、材画るす用
ライたしとマーテを」い願のへ
示展をてべす品作たいだたい募応

　

　

　 　

　
　

　

　
　

記日後、は
ちうの用募
少青労勤、

配わちう※
描をトスラ

示

す
う
よ

の
展
ジ
ー
セ
ッ
メ
和
平

　

　

　 　

　
　

　

　
　

　

　

　 　

　
　

　

　
　

8

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
は
、
子
育
て
の
援
助
を
受
け
た

い
人
（
依
頼
会
員
）
と
、
子
育
て
の

援
助
を
行
い
た
い
人
（
提
供
会
員
）

が
会
員
と
な
っ
て
地
域
の
子
育
て
を

支
援
す
る
会
員
組
織
で
す
。

　
仕
事
や
用
事
な
ど
で
子
育
て
に

困
っ
た
と
き
、
ま
た
、
保
育
所
、
学

校
な
ど
の
開
始
前
や
終
了
後
に
子
ど

も
を
預
か
っ
て
ほ
し
い
と
き
、
子
育

て
を
離
れ
て
ス
ポ
ー
ツ
や
買
い
も
の

で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
と
き
な

ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
支
え
合
っ
て

い
ま
す
。

　
利
用
に
は
登
録
が
必
要
で
す
。
登

録
を
希
望
す
る
人
は
上
表
の
講
習
会

を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
現

会
員
さ
ん
も
「
こ
こ
が
聞
き
た
い
」

と
い
う
内
容
が
あ
り
ま
し
た
ら
単
発

の
受
講
も
可
能
で
す
。

講
習
会
に
つ
い
て

場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
　（
東

雲
町
９
ー
15
　※

市
役
所
北
隣
）

申
込
　
６
月
15
日
㈬
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）
ま
で
に
、
い
ず
み
お

お
つ
フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ
ポ
ー
ト･

セ
ン

タ
ー
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
。

電
話
申
し
込
み
可

　
な
お
、「
提
供
会
員
」
お
よ
び
「
両

方
会
員
」
の
講
習
に
つ
い
て
は
、
受

講
者
が
10
人
未
満
の
場
合
は
中
止
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※

講
習
中
、
一
時
保
育
を
行
い
ま
す
。

希
望
者
は
事
前
申
し
込
み
を
。

会
員
の
種
類

①
依
頼
会
員
（
子
育
て
の
援
助
を
受

け
た
い
人
）…

原
則
と
し
て
市
内
在

住
で
、
生
後
３
か
月
か
ら
小
学
校
６

年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
人

で
、
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
講
習
会

（
２
時
間
程
度
）
を
修
了
し
た
人

②
提
供
会
員
（
子
育
て
の
援
助
を
行

い
た
い
人
）…

市
内
お
よ
び
本
市
に

隣
接
す
る
市
・
町
に
在
住
し
、
自
宅

で
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
の
で
き
る

心
身
と
も
に
健
康
な
65
歳
ぐ
ら
い
ま

で
の
人
で
、
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る

講
習
会
（
８
時
間
程
度
）
を
修
了
し

た
人
。
な
お
資
格
・
性
別
は
不
問

③
両
方
会
員…

依
頼
会
員
と
提
供
会

員
を
兼
ね
る
人

ご
利
用
に
つ
い
て

料
金
　 

１
時
間
７
０
０
円
（
平
日
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
と
も
原
則
と
し

て
、
午
前
７
時
〜
午
後
９
時
）

　
援
助
活
動
終
了
後
、
依
頼
会
員
が

提
供
会
員
に
直
接
支
払
い
ま
す
。

問
合
　
い
ず
み
お
お
つ
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
☎

22
・
４
１
５
２
）※

開
所
時
間
　
月

〜
金
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ
ポ
ー
ト･

セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
！

募集！

仕
事
な
ど
で
子
育
て
に
困
っ
た
と
き…

地
域
の
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
を
利
用
し
ま

せ
ん
か
？ 

子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
、
援
助
し
た
い
人
が
支
え
合
っ
て
い
ま
す

６月20日㈪
午前９時30分～11時30分

６月21日㈫
午前９時30分～11時30分

６月22日㈬
午前9時30分～正午

６月19日㈰
午前９時30分～11時30分

依頼会員
提供会員
両方会員
提供会員
両方会員
提供会員
両方会員
提供会員
両方会員

保育のあり方
あそび方について
子どもの発達と心理
子どもの虐待について
緊急時の対応と処置

事故予防と子どもの病気について

ファミリー・サポート・センターの
しくみについて

日　程 内　容対象会員

■ ファミリー･サポート･センター実施の講習会日程表

幼稚園は、子どもがはじめて出会う学校です。
子どもはさまざまな遊びを通して…
人とかかわれるようになります。
言葉が豊かになります。

いろいろな表現を楽しむことができるようになります。
そして、感性が豊かになり、これらのことは
小学校以降の学習の基盤となります。

　平成24年度の市立幼稚園の新入園児を募集します。
満３・４歳児がいるご家庭には、市から６月中旬ごろに入
園についてのご案内などを記したはがきを送付します。は
がきが届いていない場合は幼稚園にお問い合わせください。
 募集の詳細
●３歳児…市内在住の満３歳児（平成 20 年４月２日～ 21
年４月１日生まれ）
入園申込用紙交付　８月 26 日㈮　午後１時～４時に各幼
稚園へ
申込受付　９月２日㈮　午後１時～４時に各幼稚園へ
募集人員　48人（24人２クラス）
※募集定員超過の場合、９月７日㈬に抽選で決定。
入園願書受付　９月８日㈭、９日㈮　午後２時～４時30分

●４・５歳児…市内在住の満４歳児（平成 19 年４月２日
～ 20 年４月１日生まれ）、市内在住の満５歳児（平成 18
年４月２日～19年４月１日生まれ）
入園願書交付　９月２日㈮　午後１時～４時に各幼稚園へ
入園願書受付　　９月８日
㈭、９日㈮　午後２時～４
時30分
（通園区は各小学校と同じ）
問合　指導課（市役所３階）
または各幼稚園へ

程
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４～時２後午㈮日９、㈭日８月
定決で選抽に㈬日７月９、合場

）スラク２人42（
稚幼各に時４～時１後午㈮日

～時１後午㈮日62月８

　　

　

　

　

　

　

　

　 

　

　

　

　

 

　 　

 

　

 

　 　

　 　
　

　 　

　 　
　　

　

　
園稚幼各はたま
課導指合問
学小各は区園通（

分03時４
。定

へ園稚

幼各に時４

　　

　

　

　

　

　

　

　 

　

　

　

　

 

　 　

 

　

 

　 　

　 　
　

　 　

　 　
　　

　

　
へ園

）階３所役市（
）じ同と校学
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閲覧に係る住民の範囲

平成5年4月2日～平成6年4月1日までに生まれた者（市内全域）

閲覧年月日

平成23年2月17、22、23、２4日

請求事由の概要

自衛官募集に伴う広報

国または地方公共
団体の機関の名称

防衛省

閲覧事由（利用目的）の概要

生活意識に関するアンケート調査の対象者抽出
（委託者：日本銀行　情報サービス局）
労働者の国際移動に関する世論調査の対象者抽出　
（委託者：内閣府大臣官房政府広報室）
青少年のインターネット利用環境実態調査の対象者
抽出（委託者：内閣府子ども若者・子育て施策総合
推進室）
介護保険制度に関する世論調査の対象者抽出（委託
者：内閣府大臣官房政府広報室）　
科学技術の発達・電気と私たちの暮らしの意識調査
の対象者抽出（委託者：学校法人　北陸学院）
メディアに関する全国世論調査の実施のための対象
者抽出（委託者：公益財団法人　新聞通信調査会）
年金積立金の運用に関する世論調査の対象者抽出　
（委託者：内閣府大臣官房政府広報室）
成人の喫煙に関する全国調査の実施のための対象者
抽出（委託者：国立大学法人　鳥取大学）
消費動向調査　（全国、月次）（委託者：内閣府経済
社会総合研究所）
生活意識に関する調査　（ＮＨＫ放送文化研究所委託
の「ことばのゆれに関する調査」　「日本人とメディ
アに関する調査」　「メディア接触についての調査」
の３者３調査で構成）実施のための対象者抽出（委
託者：ＮＨＫ放送文化研究所）
日本たばこ産業株式会社が実施する 2011 年「全国
たばこ喫煙者率調査」の対象者抽出のため（委託者：
日本たばこ産業株式会社）

閲覧に係る住民の範囲

松之浜町１丁目、２丁目
満 20歳以上の男女個人　15件

なぎさ町　満 20歳以上の男女個人　14件

千原町１丁目　10～ 17歳の男女個人　１地点　20件　　

池浦町３丁目、５丁目
満 20歳以上の男女　平成２年８月 31日生まれまで　16件

松之浜町１丁目　18～ 79歳の男女　20件　

池浦町３丁目、５丁目
満 20歳以上の男女（平成２年９月 30日生まれまで）　14件

田中町、若宮町
満 20歳以上の男女　（平成２年 10月末日生まれまで）　12件

松之浜町２丁目　単身世帯の世帯主　35件

東助松町１丁目
20歳以上　（平成２年 12月末日まで生まれ）の男女　20件

要池住宅
大正 10年５月１日～平成３年４月 30日生まれの男女　20件

池浦町３丁目　
満18歳以上（平成４年９月末日生まれまで）の男女個人　20件

閲覧年月日

平成 22年 6月 8日

平成 22年 6月 22日

平成 22年 7月 28日

平成 22年 8月 25日

平成 22年 9月 21日

平成 22年 9月 30日

平成 22年 10月 6日

平成22年10月19日

平成22年11月25日

平成22年12月22日

平成23年1月27日

閲覧者氏名
（法人の場合は名称及び
代表者または管理者名）
㈱日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木稲博
㈱日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木稲博

㈱日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木稲博

㈱日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木稲博

㈱ＲＪＣリサーチ
調査業務本部長　久野和英

社団法人　輿論科学協会
理事長　金森靱彦
社団法人　中央調査社
会長　中田正博

社団法人　中央調査社
会長　中田正博

社団法人　中央調査社
会長　中田正博

㈱ビデオリサーチ
代表取締役社長　若杉五馬

社団法人　新情報センター
事務局長　平谷伸次

住民基本台帳の閲覧状況を公表します

■住民基本台帳の閲覧状況（法施行期日平成 22年 4月 1日以降閲覧したもの）

　住民基本台帳法第 11 条第３項および第 11 条の２第 12 項、住民基本台帳の一部の写しの閲覧及び住民票の写し等の交付に関する省令第３条の規定
に基づき、公表します。　平成22年度の住民基本台帳の閲覧は12件でした。内容については次のとおりです。　問合　市民課（市役所1階４番窓口）
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火葬場
市営葬儀料金市営葬儀料金

「ゆうしお」
  運用開始！

6/1

などが決まりました

火葬場運営についての取り決め

火葬場 ■市営葬儀と民間葬儀の出棺時間、および骨揚げ時間

■ 市営葬儀使用料 ■ 火葬料金

●火葬は、基本的に一日４件とするが、追加で
市営葬儀枠を一日１件入れることができる

●市営葬儀と民間葬儀の枠を設けない
●市営葬儀および民間葬儀枠は一日４件とする。
ただし、市営葬儀および民間葬儀枠の４枠が
すべて埋まり、かつ告別式の前々日の午後５
時までに市営葬儀の申し込みがあった場合は、
残った１枠、もしくは右表の「市営葬儀の特
別枠」の出棺で市営葬儀枠に限り１枠入れる
ことができる

問合　市民課（市役所１階４番窓口）

死亡者が市民以外の市営葬儀、火葬料金は
別に定めています。詳しくは市民課へ。

ご
注
意

表内「使用料」には火葬料金
は含まれていません ※1…他の犬・ねこなどと合同で火葬します

※2…1体で火葬します

　

　

　

種別

もみじ 死体　1体

2万円

れんげ

ゆり

人別
大人
小人
大人
小人
大人
小人

使用料
８万円
７万円
３万円
２万円
１万円
8,000円

区 分

死胎　１体
手術肢体など

人 別
大人
小人

複数火葬 ※1
単体火葬 ※2
（骨揚げ可）

使用料
２万円

１万5,000円
3,000円
3,000円
3,000円

上記の骨揚げ時間は、火入れ時間を出棺時間の15分後と想定し、時間設定しています

正午
午後１時
午後２時
午後３時
午後４時

骨揚げ時間 骨揚げ時間市営葬儀の
特別出棺枠

市営葬儀および
民間葬儀の出棺時間
～午前10時
～午前11時
～正午
～午後１時
～午後２時

～午前10時30分

～午後2時30分

午後０時30分

午後４時30分

火火火
1
火
1
葬葬

市営葬儀

/6
火   

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

葬場
儀料金

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

間時棺出の儀葬間民
びよお儀葬営市 揚骨

正

出の儀葬

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

間 枠
後午分03時01前午～

棺出別特
の儀葬葬営市 骨時げ揚

午正

間時げ揚骨びよお、間時棺出

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

間

分03時０後

時げ揚骨  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

に

市営葬儀

営運場葬火
に的本基、は葬火●

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

め

儀料金

決り取のていつ
で加追、がるすと件４日一に

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

料

後午
後午
後午
後午
正

時れ入火

円万７
円万８
用使別

人小
人大
人別

じみも

種

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

別

後午

後午

分03時2後午～

分03時01前午

時４後
時３後
時２後
時１後
午正

時、し定想と後分51の間時棺出を間時

人小
人大

人分区

体1体死

金料葬火■

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

料

分03時４後

分03時０後

すまいてし定設間時

円000,5万１
円万２
用使

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

役市（課民市合問
るきでがとこ

市で棺出の」枠別
しも、枠１たっ残
儀葬営市にでま時
か、りま埋てべす
儀葬営市、しだた
民びよお儀葬営市●
葬間民と儀葬営市●
日一を枠儀葬営市

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

）口窓番４階１所役

るれ入枠１り限に枠儀葬営市
特の儀葬営市「の表右はくし
、は合場たっあがみ込し申の儀
５後午の日々前の式別告つか
が枠４の枠儀葬間民びよお儀
。るすと件４日一は枠儀葬間民

いなけ設を枠の儀葬
るきでがとこるれ入件１日

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

都

円000,8
円万１
円万２
円万３

人小
人大
人小
人大

りゆ

げんれ

の間時のげ揚骨ので場葬火
の）どなこね、犬（トッペ
い

んせまいてれま含は
金料葬火はに」料用使「内表

つに葬火のトッペ

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 
げ可）

せ

）可げ揚骨（
2※葬火体単
1※葬火数複

る限にのも
たし生発で内市（
どなこね・犬
どな体肢術手
体１胎死

わ合い問おに前事ずず必上合都
）可げ揚骨（葬火体単、で葬火の
合

すまし葬火で体1…2※
とどなこね・犬の他…1※

い問に前事は葬火体単…てい

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

い

円000,3
円000,3
円000,3

2
1

円万2

さだく
、は人るす望希を

！

すまし葬火で同合と

をせわ合

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

い意
注
ご

てめ定に別
民市が者亡死

役市（課民市合問

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

。へ課民市はくし詳。すまい
は金料葬火、儀葬営市の外以民

）口窓番４階１所役

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

所役市（課境環活生合問
、解理ご。んせまきではとこ
てし送搬へ場葬火接直が主
ッペるす葬火体単、たま
都の間時のげ揚骨ので場葬火

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

）へ口窓番３階１
。すましたいい願おを力協ご、
所役市。すまりなととこくだたいて
終がき続手の葬火で所役市、はト
せわ合い問おに前事ずず必、上合都

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

るすりか預おで所
い飼、後たし了終

。いさだく

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

男女がともに 
自分らしく生きられるように… 

 コ ラ ム ・ に ん げ ん
人間が人間らしく生きるために、すべての人が 

等しく持っている権利、人権について考えるコラムです。 

考えよう・人権

ひと 

共同  
参画  
きょうどうさんかく

10
秒
子
育
て
〜
「
身
近

な
子
育
て
応
援
」
活
動

育
て
の
体
験
談

を
子
育
て
中
の

お
母
さ
ん
た
ち

に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

子
ど
も
を
自
転
車
に
乗
せ

よ
う
と
し
て
い
た
ら
、
手
を

貸
し
て
く
れ
た
。

雨
の
日
に
傘
を
さ
せ
ず
に

い
る
と
、
自
動
車
ま
で
傘
を

さ
し
て
く
れ
た
。

泣
い
て
い
る
子
ど
も
を
横

か
ら
あ
や
し
て
く
れ
た
。

公
共
の
場
で
「
だ
だ
」
を

こ
ね
ら
れ
恥
ず
か
し
い
思
い

を
し
て
い
る
と
、「
こ
こ
ま
で

大
き
く
し
て
偉
い
ね
」
と
ほ

め
て
く
れ
た
。

兄
弟
連
れ
で
エ
レ
ベ
ー
タ

に
乗
る
の
に
、
一
人
の
子
の

手
を
つ
な
い
で
く
れ
た
。

多
か
れ
少
な
か
れ
、
み
ん

な
が
経
験
し
た
こ
と
。
少
し

の
心
が
け
、
思
い
や
り
で
、

い
く
ら
で
も
広
が
っ
て
い
き

ま
す
。

地
域
の
ご
近
所
つ
き
合
い

が
色
濃
く
存
在
し
て
い
た
社

会
で
は
、
自
然
体
で
み
ん
な

が
で
き
て
い
た
言
葉
が
け
や

行
為
が
、
い
つ
し
か
で
き
に

く
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

子
育
て
が
難
し
い
と
言
わ

れ
る
今
、
地
域
の
ご
近
所
つ

き
合
い
の
大
切
さ
を
改
め
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

本
市
で
は
、
子
育
て
中
の

親
子
の
外
出
を
支
援
す
る
た

め
、
授
乳
、
オ
ム
ツ
替
え
ス

ペ
ー
ス
な
ど
を
備
え
た
「
赤

ち
ゃ
ん
の
駅
」
を
市
内
30
か

所
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
か
、
子
育
て
中

の
親
子
の
出
歩
く
姿
を
よ
く

見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

市
で
は
、「
わ
ず
か
10
秒
で

だ
れ
に
で
も
参
加
で
き
る
子

育
て
」
と
し
て
、
み
な
さ
ん

の
身
近
な
子
育
て
応
援
活
動

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

だ
れ
も
が
も
っ
て
い
る
子

育
て
中
の
心
温
ま
る
ア
ル
バ

ム
の
一
コ
マ
に
地
域
み
ん
な

で
、
い
っ
し
ょ
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
。

人
を
思
い
や
る
気
持
ち
を

か
た
ち
に
す
る
こ
と
が
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
、

皆
さ
ん
自
身
の
心
の
豊
か
さ

に
つ
な
が
り
ま
す
。

泉
大
津
市
地
域
福
祉
計
画

の
基
本
理
念
は
、「
め
ざ
せ
！

８
万
人
の
大
家
族
」。市
で
は
、

家
族
の
よ
う
な
き
ず
な
で
結

ば
れ
た
地
域
住
民
の
う
ち
、

そ
の
子
ど
も
た
ち
の
権
利
と

利
益
が
最
大
限
尊
重
さ
れ
る

ま
ち
を
築
い
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

※
10
秒
子
育
て
〜
「
身
近
な

子
育
て
応
援
」
活
動
（
こ
ど

も
未
来
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.kodom

om
i

raizaidan.or.jp/m
idika/i

ndex.htm
l

）
よ
り

子

女性と男性、両方の想いを盛り込めば
女性が社会のいろいろな分野で、指導的地位に占める

割合をご存知ですか。国会議員(衆議院) 10 .9％、(参議
院)18 .2％、大臣5.6％、高等学校教頭以上6.6％、大
学講師以上17 .3％、医師18 .1％、弁護士16 .3％など
となっています。国レベルでは、女性が企業などの役員
会に占める割合は、ノルウェー41％、スウェーデン
27％、フィンランド20％で、日本は1.23%です。ま
た、就業者における女性の割合では、日本は42 .2％と
ノルウェー、スウェーデン、ドイツと比べても大差はな
いのですが、管理的職業従事者の割合となると、極端に
低いのが現状です。日本ではどうして、指導的地位に女
性が占める割合が、こんなにも低いのでしょうか。
こんなデータがあります。「役員会などの女性比率が

高い企業ほど、業績も高い」世の中には男と女がいるの
です。事業を始めるとき、それぞれの目線から見た想い
や、意見、要望などを知ることはとても重要な要件です。
男性には何でもないことが、女性には大きな壁となった
り、またその反対もあり得るのです。　
世界や日本というような大きな枠でなく、あなたが事

業を興すとき、何か決定するときには必ず、男女の参画
を考え意見を聞いてください。きっとその事業はさまざ
まな形で広がりをもち、質の高い業績をあげることが期
待できます。
男性も女性もその個性を尊重し能力を最大限発揮し、

社会に対等に関わることが、だれもが暮らしやすく、優
しい社会となる第一歩になるのです。
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Q A & 

こ ち ら 消費生活相談室
し ょ う ひ せ い か つ そ う だ ん し つ

日常生活での商品の購入やサービス
利用にともなうトラブル、契約など
の問題を解決するためのページです。

( )Let’ s be
 a smart consumer!

相談
事例

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
連
絡
先
を
聞
き
出

す
た
め
の
口
実
で
す
！

街
頭
で
呼
び
止
め
て
営
業
所
に
連

れ
て
い
き
契
約
さ
せ
る
商
法
を
「
キ

ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
」、
電
話
な
ど
で

販
売
目
的
を
隠
し
て
呼
び
出
し
契
約

さ
せ
る
商
法
を
「
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン

ト
セ
ー
ル
ス
」
と
い
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は「
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
」

の
訪
問
販
売
の
規
制
を
受
け
、
契
約

書
を
受
け
取
っ
て
か
ら
８
日
以
内
で

あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
販
売
目
的
を
隠
し
て

一
般
の
人
が
出
入
り
し
な
い
場
所
に

誘
い
込
ん
で
勧
誘
す
る
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス

駅
や
繁
華
街
の
路
上
で
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
な
ど
と
称
し
て
呼
び
止
め
、

喫
茶
店
や
営
業
所
に
連
れ
て
行
き
、

契
約
し
な
い
限
り
帰
れ
な
い
雰
囲
気

に
し
て
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
契
約

を
さ
せ
る
。

◇
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス

「
景
品
が
当
た
っ
た
」「
旅
行
に

安
く
行
け
る
」「
会
っ
て
話
し
た
い
」

な
ど
と
、
販
売
目
的
を
隠
し
電
話
を

か
け
て
き
て
、
営
業
所
や
喫
茶
店
に

呼
び
出
し
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
契

約
さ
せ
る
。

◇
デ
ー
ト
商
法

携
帯
な
ど
を
通
じ
て
メ
ル
友
や
友

人
を
装
い
、
恋
愛
感
情
を
持
た
せ
た

後
消
費
者
を
呼
び
出
し
、
異
性
間
の

感
情
を
利
用
し
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
契
約
を
さ
せ
る
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
を
過
ぎ

て
も
、
消
費
者
が
「
帰
り
た
い
」
と

言
っ
た
の
に
帰
し
て
く
れ
な
か
っ
た

（
退
去
妨
害
）、
重
要
事
項
に
つ
い
て

事
実
と
異
な
る
こ
と
を
告
げ
ら
れ

（
不
実
告
知
）
契
約
を
し
て
し
ま
っ

た
な
ど
と
い
っ
た
場
合
、
取
り
消
し

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
う
い
っ

た
禁
止
行
為
が
あ
っ
た
と
い
う
証
明

は
、
消
費
者
が
し
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
。

―
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
―

①
安
易
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
応
じ
な

い
、
連
絡
先
を
教
え
な
い

②
知
ら
な
い
人
か
ら
の
呼
び
出
し
に

応
じ
な
い

③
し
ま
っ
た
と
思
っ
た
ら
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
！

※
消
費
生
活
相
談
に
関
す
る
こ
と

は
、
消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
月

〜
金
曜
日
の
午
後
１
時
〜
４
時
）
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

12

安
易
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
応
じ
ず
、

連
絡
先
を
教
え
な
い
よ
う
に
ご
注
意
を
。

街で女性に声をかけられアンケートに答え、アンケートの最後に連絡先を
聞かれた。後日、女性から電話があり会うことになり、待ち合わせしたと
ころ、店舗に連れて行かれ「結婚には宝石が必要、今から用意が必要」な
どと宝石の購入を勧められ、仕方なく契約してしまったが解約したい。

若者を狙ったキャッチセールスにご用心！

NEW FAC
E!! 泉大津在住のかわいい

子どものスナップです。

保
護
者
の
ひ
と
こ
と

保
護
者
の
ひ
と
こ
と

「おおつっこ」写真募集
このコーナーでは、小学校入学前のお子さん
の写真を募集しています。お子さんの写真と
住所・名前 (ふりがな )・生年月日・電話番号・
保護者のひとことを添え、郵送（〒595̶8
686）またはＥメール（kouhou@city.izum
iotsu.osaka.jp）で秘書広報課まで。

元気でーす！ 

おおつっこ
田
中
姫
愛
ち
ゃ
ん

た
な
か

ひ
め
な

我が家のアイドル(☆o☆)
双子のお兄チャンにも囲まれ

て毎日楽しくにぎやかデス♪
皆で大切に育てて行きたいと

思います☆ （式内町）

平
成
22
年
８
月
13
日
生

宇
多
津
歩
尊
ち
ゃ
ん

ほ
だ
か

いつまでも仲良く、すくすく育
て！（父・母より）

（下条町）

平
成
22
年
７
月
27
日
生

宇
多
津
晴
匡
ち
ゃ
ん

は
る
ま
さ

う

た

つ

う

た

つ

平
成
19
年
５
月
８
日
生

○
○
県
○
○
市
○
○
町
○
○
番

株
式
会
社
○
○
○
○

代
表
者
　
様

住
所

契
約
者
氏
名

契
約
解
除
通
知
書

契
約
年
月
日
　
平
成
○
○
年
○
月
○
日
　

商
品
名
　
　
　
○
○
○
○
○

契
約
金
額
　
　
○
○
○
○
円

販
売
会
社
名
　
株
式
会
社
○
○
○

右
記
日
付
の
契
約
を
解
除
い
た
し
ま
す
。

平
成
○
○
年
○
月
○
日

住
所
　
大
阪
府
泉
大
津
市
○
○
○
○
○

氏
名
　
○
○
○
○
○

ク
ー
リ
ン
グ･

オ
フ
の
通
知
の
方
法

は
が
き
で
の
記
載
例

※

証
拠
と
し
て
は
が
き
の
両
面
の
コ
ピ
ー

を
取
り
、
郵
便
局
の
窓
口
か
ら
特
定
記
録

郵
便
な
ど
で
出
し
ま
し
ょ
う
。

（
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
の
場
合
は
、
信
販
会

社
と
販
売
会
社
に
は
が
き
を
出
し
ま
す
。）
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Mayor's
Work

4・5月の主な動き

市長の
う ご き

●4月30日㈯
奈良県大和郡山市で開催される
「第17回全国金魚すくい選手権大
会」の「泉州予選大会リハーサル」
に参加しました。選手としてもエ
ントリーし市民の皆さんといっし
ょに「金魚すくい」に参加しまし
た。結果は惜しくも準決勝敗退で
したが、楽しいひとときを過ごし
ました。また競技終了後、小・中
学生部門の上位入賞者と記念撮影
しました。

●5月6日㈮
憲法週間にちなみ市内3か所で行
われた人権街頭啓発活動に参加し
ました。泉大津駅では人権擁護委
員、人権啓発推進協議会の役員の
皆さんといっしょに、通勤・通学
する市民の皆さんに傷テープを配
布し人権の大切さを訴えました。

●6日㈪
市町村広域災害ネットワーク首長
会議（東京）
●7日㈫～8日㈬
全国市長会（東京）
●20日㈪～30日㈭
市議会第2回定例会 （市役所５階）
●25日㈯
市立病院地域医療懇話会（レイク
アルスターアルザ泉大津）

◆土器づくり（毎月実施）
日時／6月25日㈯　午前10時～、午後1時～　定員／午前、午後とも先着8人　参加費／
300g300円～　申込／6月14日㈫午前10時から電話予約
◆ガラス玉づくり（毎月実施）
日時／6月25日㈯　午前10時～、午後1時～　定員／午前、午後とも先着4人（中学生以
上）　参加費／1人30gまで500円、それ以上は一律600円　申込／6月14日㈫午前10
時から電話予約
◆押し花を作ろう（申し込みは締め切りました）
日時／6月4日㈯　午後1時30分～　定員／先着20人（中学生以上）　参加費／1人500
円　講師／水嶋光子氏　内容／史跡公園に咲いている草花をつかって押し花を作り、オリ
ジナル作品に仕上げます
◆稲作体験講座（申し込みは締め切りました）
①こだい米クラブ ①日時／6月11日㈯　午前10時～　顔合わせ　②日時／6月19日㈰
午前10時～　田植え
②弥生村の米づくり ①日時／6月19日㈰　午後1時～　田植え
なお、詳細は弥生学習館へ。

◆ふるさとの古文書解読講座
日時／6月10日㈮　午後1時30分～３時（午後１時から受け付け）　場所／テクスピア大
阪３階研修室　受講料／100円　講師／山口恭子(泉大津市史料室)　申込／新規申込者は
電話にて織編館か生涯学習課へ
◆ふるさとの文化財講座「明治時代の泉大津」
日時／6月24日㈮　午後2時～3時（午後１時から受け付け） 場所／テクスピア大阪３階
研修室　受講料／無料　講師／村田文幸（市教委）　申込／不要
織編館ギャラリーの催し
◆「泉大津市がんばろう基金プレゼンテーション」
期間／6月4日㈯　内容／活動支援補助金応募者による公開プレゼンテーション
◆「コスモス合同展」
期間／6月16日㈭～19日㈰　内容／絵画・彫刻ほか　約40点
なお、詳細は織編館へ

織編館
おり   あむ   かん 蕁 31・4455　薨 31・4457

開館：午前 10時～午後 5時 ( 入館午後 4時 30分まで )

池上曽根弥生学習館 蕁 20・1841　薨 20・1866
開館：午前10時～午後5時 (体験は午後4時まで)

6 月の主な予定
※(　) 内は場所

休

休休

休休休

休

休 休

月のカレンダー66
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 30

 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 

 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 
29 21

7

土器づくり

押し花を作ろう

泉大津市がんばろう基金プレゼンテーション

こだい米クラブ顔合わせ

ふるさとの古文書講座

ガラス玉づくり田植え

コスモス展

コスモス展
ふるさとの文化財講座「明治時代の泉大津」



司書のおすすめブックス。 

    1 2 3 4
 5 6 7 8 9 10 11
 12 13 14 15 16 17 18
 19 20 21 22 23 24 25
 26 27 28 29 30

図書館だより
推薦図書や新着本を紹介します。 蕁 32・0562

 日 月 火 水 木 金 土

…

休
館
日

6
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー

開館時間 → 午前 9時 30分～午後 7時（土・日曜日、祝日は午後 5時まで）

と
し
ょ
か
ん
か
ら
の
お
知
ら
せ
あ
れ
こ
れ
。 

◆
美
し
き
身
辺
整
理

竹
田
真
砂
子

著

◆
ふ
る
さ
と
再
生坪

田
知
己

著

◆
新
幹
線
の
た
び

コ
マ
ヤ
ス
カ
ン

作

人生の最後を美しく、かつ周囲に
迷惑をかけないで迎えるには？
火葬の費用は？　たまった本やア
ルバムは？
お一人様歴20年超の時代小説作

家が、みずからの体験と、歌舞伎や
古典をもとに説く、人生のゴール指
南書。

朝6時、はるかちゃんとお父さん
は、雪の新青森駅を出発しました。
鹿児島のおじいちゃんの家まで、

日本縦断して新幹線だけをのりつい
でいきます。
日本中の名所を見わたせる楽しい
絵本。

地域活性化は必ずできる！　「地
域再生マネージャー事業」により復
活した12市町村の現場ルポ、各マ
ネージャーたちの思い、地域再生へ
の処方せんなどを紹介する。

◆
黄
金
（
き
ん
）
の騎

士
団

井
上
ひ
さ
し

著

◆
こ
の
世
に
ひ
と
つ
の
本

門
井
慶
喜
　
著

◆
母
と
息
子
の老

い
じ
た
く

ね
じ
め
正
一
　
著

◆
真
昼
の
女

ユ
リ
ア
・
フ
ラ
ン
ク

著

◆
紫
式
部
の
欲
望

酒
井
順
子
　
著

◆
偉
大
な
る
、

し
ゅ
ら
ら
ぼ
ん

万
城
目
学
　
著

◆
三
題
噺
示
現
流
幽
霊

愛
川
晶
　
著

◆
刑
務
所
図
書
館
の人

び
と

ア
ヴ
ィ･

ス
タ
イ
ン
バ
ー
グ著

◆
吃
音
セ
ン
セ
イ

佐
藤
文
昭
　
著

◆
ヴ
ォ
イ
ド
・
シ
ェ
イ
パ

森
博
嗣

著

◆
積
極
的
そ
の
日
暮
ら
し

落
合
恵
子
　
著

◆
追
憶
の
カ
シ
ュ
ガ
ル

島
田
荘
司
　
作

◆
さ
い
こ
う
の

お
た
ん
じ
ょ
う
び

カ
ー
ル
・
ノ
ラ
ッ
ク
　
作

◆
ち
い
さ
な
死
神
く
ん

キ
テ
ィ
・
ク
ロ
ー
ザ
ー作

◆
エ
イ
ミ
ー
と
ル
イ
ス

リ
ビ
ー
・
グ
リ
ー
ソ
ン作

◆
怪
盗
ブ
ラ
ッ
ク
の
宝
物

那
須
正
幹
　
作

◆
ぼ
く
た
ち
の

春
と
夏
と
秋
と
冬

Ｐ
・
レ
イ
ノ
ル
ズ

作

◆
ふ
う
と
は
な
とた

ん
ぽ
ぽ

い
わ
む
ら
か
ず
お

作

◆
ぼ
く
と
お
お
は
し
く
ん

く
せ
さ
な
え

作

◆
に
ぎ
や
か
な
ほ
ん
！

Ｄ
・
ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド
作

◆
よ
る
の
ふ
ね

山
下
明
生
　
作

◆
ぴ
あ
の
う
さ
ぎ

あ
き
や
ま
た
だ
し

作

◆
こ
れ
は
本

レ
イ
ン
・
ス
ミ
ス
　
作

◆
お
じ
い
ち
ゃ
ん
ち
の

た
う
え

さ
こ
も
も
み

作

◆
狐
火
　
鬼
平
犯
科
帳
シ

リ
ー
ズ

池
波
正
太
郎
　
著

◆
大
川
の
隠
居
　
鬼
平
犯

科
帳
シ
リ
ー
ズ

池
波
正
太
郎
　
著

日
時

７
月
２
日
貍

午

後
２
時
〜
３
時
　
「
ト
ム

と
ジ
ェ
リ
ー
　
上
に
は
上

が
あ
る
」

日
時

６
月
18
日
貍

午

後
３
時
〜
（
約
30
分
）

※
毎
月
第
三
土
曜
日
の
午

後
３
時
〜

日
時

７
月
７
日
㈭
　
午

前
11
時
〜
（
約
60
分
）

※
毎
月
第
一
木
曜
日
の
午

前
11
時
〜

14

01
新
着
一
般
書

02
新
着
児
童
書

03
録
音
図
書 

CD

04

映
画
会

05
お
は
な
し
会

06
あ
か
ち
ゃ
ん
の
た
め
の

お
は
な
し
会

郵　便　は　が　き

5 59
料金受取人払

泉大津支店
承　　   認

32
差出有効期間
平成23年6月
30日まで
切手をはらずに
お出しください。

（きりとり線）

（
き
り
と
り
線
）

8 7 9 0
左
の
は
が
き
を
切
り
取
り
、切
手
を
は
ら
ず
に
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

住　所

氏　名

泉大津市

〒595ー□□□□

電話 (　　　－　 　　　　)

年齢　　　歳

泉大津市東雲町9番12号

（市長へのはがき）
泉大津市長　行

泉
大
津
市
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

議長　丸谷正八郎 氏

副議長　貫野幸治郎 氏

議
長･

副
議
長
が

決
定
し
ま
し
た
。

市長へのはがき
５
月
16
日
に
開
か
れ
た
市
議
会
第
１
回
臨
時
会
（
第
２
日
目
）
で
、

議
長
に
丸
谷
正
八
郎
氏
（
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歳
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長
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貫
野
幸
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氏
（
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す
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会
事
務
局
（
市
役
所
５
階
）

　市民の皆さんから市政についての幅広いご意見をいただく「市
長へのはがき」を実施します。
▷はがきの出し方
　下のはがきを切り取り、住所・氏名・年齢・電話番号、あなた
のご意見を書いて、切手をはらずにポストに入れてください。
受付期限　6月17日㈮まで（当日消印有効）
▷回答は広報紙面で
　皆さんから寄せられたご意見・アイデアなどは、市長が直接拝
見し、今後の市の施策の参考とさせていただきます。なお、ご意
見などに対して回答が必要なもので、発信者の連絡先が明記され
ているものは、担当課より回答させていただきます。また、いた
だいたご意見などの中からいくつかを後日広報紙でご紹介します。
▷メールでも受け付けます
　はがきのほか、メールでもご意見を募集します。その際はメー
ルのタイトルを「市長へのはがき」としてください。
メールアドレス＝hisyokouhou@city.izumiotsu.osaka.jp
問合　秘書広報課（市役所4階）

　丸谷正八郎議長は、平
成 15 年 5月初当選以来
連続 3 期当選。この間、
市議会副議長などを歴
任。所属会派は市民クラ
ブ。住所は、東雲町 15
－53。

　貫野幸治郎副議長は、
平成 19 年５月初当選以
来連続２期当選。この間、
臨海地域整備対策特別委
員会委員長などを歴任。
所属会派は新生クラブ。
住所は、東港町５－９。
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かんの・
　こうじろう

へへへ長長長長長長市市市市市市 へへへ長長長長長長市市市市市市長長長長長長長市市市市市市
ののんんささ皆皆 ののんんささ皆皆
よよりりよよ よよりりよよよ よよりりよよよ

へ長長長長長長市市市市市市長長長長長長市市市市市市
のんんささ皆皆
よりよよ よりよよ

へへ長長長長長長市市市市市市市 へへ長長長長長長市市市市市市市
のんんささ皆皆皆 のんんささ皆皆皆 のんんささ皆皆皆
よよりりよよ よよりりよよ
のんさ皆
よりよ

へ長長長市

　 　 　 　

　　   

　

　

 　　　 　 　　　　

　　　

　

　  

　  

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

きがががががががははははははののののののへへへへへ きがががががががははははははののののののへへへへへ きがががががががははははははのののののの
いいささだだくくせせせ寄寄おおをを見見意意ごごの いいささだだくくせせせ寄寄おおをを見見意意ごごの
、めめたたるるくくをを市市津津大大泉泉いいよ 、めめたたるるくくつつをを市市津津大大泉泉いいよ めめめたたるるくくつつをを市市津津大大泉泉いいよ

きががががががはははははののののののへへへへへ きががががががはははははのののののの
寄寄見見意意 いいささだだくせせ寄寄おおを見見意意ごの

めめたたるるくくつつをを市市津津大大泉泉いいよ めめたたるるくくつつをを市市津津大大泉泉いいよ

がががががががははははははのののののののへへへへ がががががががははははははのののののののへへへへ ががががががが
ささだだくくせせ寄寄おおをを見見意意の いいいささだだくくせせ寄寄おおをを見見意意ごごの いいいささだだくくせせ寄寄おおをを見見意意ごごの
、めめたたるるくくつつつをを市市津津大大泉泉いい めめたたるるくくつつつをを市市津津大大泉泉いい
いさだだだくせ寄寄寄おおおををを見見見意意意ごごごご意ご意ご意の
、めめめたるくつををを市市市津津津大大大泉泉泉いいいよ

きがははははのへへへ

　 　 　 　

　　   

　

　

 　　　 　 　　　　

　　　

　

　  

　  

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ききききききききききききききききききききききききききき
！！

きききききききききききききききき
！！！

きき

　 　 　 　

　　   

　

　

 　　　 　 　　　　

　　　

　

　  

　  

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

長
議

定
決合

問

ば
選
が

に
長
議

61
月
５

　 　 　 　

　　   

　

　

 　　　 　 　　　　

　　　

　

　  

　  

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

津
大
泉

長
議

　 　 　 　

　　   

　

　

 　　　 　 　　　　

　　　

　

　  

　  

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1月月66限限期期付付受受
てていい書書を見見意意ごごの てていい書書を見見意意ごごの
切ををききががははのの下下 切ををききががははのの下下
方方しし出出のききががはは▷ 方方しし出出のききががはは▷
をを」ききがははののへへ長長 をを」ききがははののへへ長長
かかんささ皆皆のの民民市市 んんささ皆皆のの民民市市

募をををを募をををを募をををを募をををを
へへへ長長長長長長市市市市市市 へへへ長長長長長長市市市市市市 へへへ長長長長長長市市市市市市 へへへ長長長長長長市市市市市市

てい書を見見意意ごの てい書を見見意意ごの
をききががははのの下
方し出のききががは▷ 方し出のききががは▷
を」きががははののへ長
んさ皆皆のの民民市市 んさ皆皆のの民民市市

ををををををををを
長長長長長長市市市市市市 へ長長長長長長市市市市市市 へ長長長長長長市市市市市市 へ長長長長長長市市市市市市

1月6限期期付付受受 1月6限限限期期付受受
ててい書書をを見見意意ごのの ててい書書をを見見意ごごのの
切ををききががはのの下下 切ををききががはのの下下
方方し出出ののききがは▷▷ 方方し出出ののききがは▷▷
を」ききががははのへへ長長 を」ききががははの長長
かんんささ皆皆の民民市市 かんんささ皆皆の民民市市

募ををを募ををを募ををを募ををを
長長長長長長市市市市市市市 へへ長長長長長長市市市市市市市 へへ長長長長長長市市市市市市市 へへ長長長長長長市市市市市市市

1月6限期期付付受受
ていいい書書書ををを見見見意意意ご意ご意ごごご意ご意ご意ののの
切をきがががはははの下
方ししし出出出のののきがががははは▷
を」きがががはのののへ長長長
かんんさ皆皆皆ののの民市

募ををををを
へ長長長長長市

　 　 　 　

　　   

　

　

 　　　 　 　　　　

　　　

　

　  

　  

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

）効効有有印印消消日当当（でででま㈮㈮日日77
れ入入ににトススポポににずずらははをを手手切切、て れ入入ににトススポポににずずらははをを手手切切て

齢齢年年名名氏氏所所住住、りり取取り切切 ・齢齢年年名名氏氏・所所住住りり取取り切切
方方

。すすままし施施施実を すすままし施施施実を
意意ごいい広広幅幅ののてていつつにに政政市市ららか 意意ご広広幅幅ののにに政政市市ららか

。すすすすまままししし集集集集募募募 。すすすすまままししし集集集集募募募 すすすすまままししし集集集集募募募 すすすすまままししし集集集集募募募
きがががががががははははははののののののへへへへへ きがががががががははははははののののののへへへへへ きがががががががははははははののののののへへへへへ きがががががががははははははののののののへへへへへ

れ入入にトススポポにずらははをを手切、て れ入入にトススポポにずらははをを手切て
・齢齢年年名名氏氏・所所住住り取り切

方方
すすままし施実実を

意ごごいい広広幅幅のていつにに政政市市らか 意ごごいい広広幅幅のていにに政政市市らか

。すすすまままししし集集集募募募募 すすすまままししし集集集募募募募 すすすまままししし集集集募募募募
きががががががのののののの きががががががはははははののののののへへへへへ きががががががはははははののののののへへへへへ きががががががはははははののののののへへへへへ

）効効有印印消消日当（ででまま㈮㈮日7 ）効効有印印消消日日当当ででまま㈮㈮日7
れ入ににトススポににずずららははを手手切切、 れ入ににトススポににずずららははを手手切切て

齢齢年年・名名氏氏所所住住、りり取取りり切 齢齢年年名名氏氏所所住住りり取取りり切
方方

。すすましし施施実実 すすましし施施実実
意ごごいい広広幅ののてていいつつにに政政市ららか 意ごごいい広広幅ののてていいつつにに政政市ららか

。。すすすままままししし集集集集募募募 すすすすままままししし集集集集募募募 すすすすままままししし集集集集募募募 すすすすままままししし集集集集募募募
がががががががははははははののののののの がががががががははははははのののののののへへへへ がががががががははははははのののののののへへへへ がががががががははははははのののののののへへへへ

）効有有有印消消日日当当（（でまま㈮㈮日7
れ入入入にトスポポポにずずずらららはををを手切切切、てて
・齢年・名氏・所住、り取り切

方
。すすまままし施実実実をを

意ごごごい広広広幅幅幅のていいつに政政政市市市らかか

。すすまし集募募募募募
きがはははははのへへへへ

　 　 　 　

　　   

　

　

 　　　 　 　　　　

　　　

　

　  

　  

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

。いいささだだくててれ いいささだだくててれ
たたななああ、号号番番話話電電 たたななああ号号番番話話電電

市市くだだたたいいをを見見 市市くだだたたをを見見

ききききききききききききききききききき

いいささだくててれ いいささだくててれ
たたなあ号号番番話話電電

市市くだだたたいいを見 市市くだだたたいいを見

きききききききききききききききききき

れれ

意意

きききき

。いいさだだくくててれ いいさだだくくててれ
たたななああ、号号番番話話電 たたななああ号号番番話話電

市市「くくだだたたいをを見見意 市市「くくだだたたいをを見見意

きききききききききききききききききききききき

。

き

いさささだくてれれれ
たなあ、号号番番番話話話電電電

市「「くだたいいいを見意意意

き

　 　 　 　

　　   

　

　

 　　　 　 　　　　

　　　

　

　  

　  

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

長

議
副ま

し
定

）
階
５
所
役
市
（
局
務
事
会
議

の
次
は
ど
な
歴
経
。
た
し
ま
れ
ば

議
副、
）
歳
65
（
氏
郎
八
正
谷
丸
に

回
１
第
会
議
市
た
れ
か
開
に
日
61

　 　 　 　

　　   

　

　

 　　　 　 　　　　

　　　

　

　  

　  

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

知
お
の
ら
か
会
議
市
津長･

議
副

　 　 　 　

　　   

　

　

 　　　 　 　　　　

　　　

　

　  

　  

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ををルルトイイタタののル ををルルトイイタタののル
、かほほののききががはは かかほほののききががはは
けけ受受ももでルルメメ▷ けけ受受ももでルルメメ▷

見見意 どどなな見見意ごごたたいいだ どどなな見見意ごごたただだ
担担、ははののももるるいいてて 担担ははののももるるいいてて
回ててしし対対ににどどなな見見 回回てしし対対ににどどなな見見 どど
のの市市の後後今今、し見見見 のの市市の後後今今し見見見
せせ寄寄らかかんんささ皆皆 せせ寄寄らかかんんささ皆皆
面面紙紙報報広はは答答回回▷ 面面紙紙報報広はは答答回回▷
1月月66限限期期付付受受

をルトイイタタのル
かほほののききががは かほほののききががは
け受受もででルルメ▷
どな見意意ごごたたいだ どな見意意ごごたただ

ははののももるいて
てしし対対ににどな見 対対ど
市の後後今今、し見 市の後後今今し見
寄らかかんんささ皆皆
面紙紙報広広はは答答回▷ 面紙紙報広広はは答答回▷

ををルルトイイタののルル ををルルトイイののルル
、かかほほののきががはは かかほほののきががはは

受受け受受ももででルルーメメ▷▷ け受受ももルルメメ▷▷
どなな見見意意ごごたいいだだ どなな見見意意ごごたいいだだ
担るる 担ははののもるるいいてて
回ててし対対対にどどなな見見 回ててし対対対にどどなな見見
の市市のの後後今今、しし見見 の市市のの後後今今しし見見
せ寄寄ららかかんささ皆皆 せ寄寄ららかかんささ皆皆
面面紙報報広広はは答答回▷▷ 面面紙報報広広はは答答回▷▷
1月6限限限期期付受受

をルルルトイタのルルル
、かかほのきがは
け受もでででルルーーメ▷
どな見見意意意意ごごごご意ご意ご意たたたいだだ
担、はののももるいててて
回ててし対にににどな見見見
の市市市ののの後今今今、し見
せ寄寄寄らららかんんんさ皆
面紙紙紙報報報広広広は答答答回回回▷
1月6限期期付付受受

　 　 　 　

　　   

　

　

 　　　 　 　　　　

　　　

　

　  

　  

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

さだだくててししとと」ききがははののへへ長長市「 さだだくててししとと」ききがははののへへ長長市「
ましし集集募募をを見見意意ごももででルルーーメメ まし集集募募をを見見意意ごもルルメメ

すすままけ付付け すすままけ付付け
紙後後中 紙報報広広日後後ををかかつつくいいららかか中ののど 紙報報広広後後ををかかくららかか中ど
きだだたたいいててせせささ答答回りりよよ課課当当担 きだだたたいいててせせささ答答回りりよよ課課当当担
の者者信信発発、ででのもなな要要必必がが答答回 のの者者信発発ででののもなな要要必必がが答答回 発発必必がが答答
きだだたたいいててせせささと考考参参のの策策施施の きだだたたいいててせせささと考考参参のの策策施施の
どななアアデデイイアア見見見意ごごたたれれららせ どななアアデデイイアア・見見見意ごごたたれれららせ ごご

でで面でで面
）効効有有印印消消日当当（でででま㈮㈮日日77

さだだくてししとと」きががははののへ長市市「
まし集集募募をを見見意意ごもででルルメ まし集集募募をを見見意意ごもででルルメ

すすまけ付付け
紙報報広日後後ををかつくいいらか中ののど 紙報報広日後後ををかくらか中ののど

課課担 きだだたたいいててせさ答回回りよよ課課当当担
の者信信発発、ででのもなな要要必必がが答答回 者信信発発必必がが答答
きだだたたててせさと考考参参のの策策施施の きだだたたいいててせさと考考参参のの策策施施の
どなアアデデイイアア見意意ごごたたれれらせ デデごご

でで面でで面

さだくくててしと」ききががははのへへ長長市市 さだくくててしと」ききががはのの長長市市
ましし集集募募を見見意意ごごももででルルメメ ましし集集募募を見見意意ごごももででルルメメ

すす付付 すすままけけ付付 すすままけけ付付
紙報広広日日後後をかかつつくくいいらかか中中のの 紙報広広日日後後をかかつつくくいいらかか中中のの

答答回回り課課当当担 きだだたたいててせせささ答答回回りよよよ課当当担 きだだたささ答答よ当当
の者者信信発発、ででののももなな要要必必が答答回 の者者信信発発ででののももなな要要必必が答答回
きだだたたいててせせささとと考考参参の策策施施の きだだたたいててせせささとと考考参参のの策施施の だだ
どななアアデデイアア見見意意ごごたれれららせ どななアアデデイアア見見意意ごごたれれららせ

でででで
）効効有印印消消日日当当ででまま㈮㈮日7

さだだだくてしと」きがががはののへ長長長市市市「「「
まし集募募募ををを見意ごごごもでルルルーメ

すまけけけ付けけけ
紙報報報広日日後をををかつつくいらららか中中のどどど
きだたいいてせさ答答答回回回りよ課課当担担担
の者者信信発、でのももな要必必必ががが答回回
きだたいいてせさととと考参のの策策施の
どなアデデデイア・見意意意ごごごたたたれらせせ

で面面面
）効有有印消消日日当当（（でまま㈮㈮日日7

　 　 　 　

　　   

　

　

 　　　 　 　　　　

　　　

　

　  

　  

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

。。いさいいさ
ーーメメは際ののそそ。すす メメは際際ののそそすす

す介介紹紹紙 。すすましし介介紹紹ごでで紙 すすましし介介紹紹ご紙
たたいい、たたまま。すすまき たたいいたたまますすまき
れれさ記記明明がが先先絡絡連連 れれささ記記明がが先先絡絡連連 がが絡絡
意意ごご、おおなな。すすまき 意意ごごおおななすすまき
拝拝接接直直が長長市市、はは 拝拝接接直直が長長市市はは がが

いいさ
メは際ののそそ。す メは際ののそそす

。すましし介介紹紹ごでで紙 すましし介介紹紹ご紙
す たたいたたまますま

れれさ記明がが先先絡絡連連 さがが先先絡絡連連
意意おおなな。すま 意意ごおおななすま
拝拝接接直がが長長市市は がが

ささ
ま

紙紙
きき
の
きき
どど

。いいさいいさ
メメはは際際ののそそ。すすま メメはは際際ののそそすすま

。すすままし介介介紹ごごでで紙 すすままし介介介紹ごごでで紙
ま。すすまま たたいいたたま。すすままき たたたたすすき

れれささ記記明明がが先先絡絡連の れれささ記記明明がが先先絡絡連の
意意ごご、おおな。すすままき 意意ごごおおななすすままき ごご
拝拝接接直直がが長長市市、ははど 拝拝接接直直がが長長市市ははど

。いいさ
ーメは際際のそ。すま

。すままし介紹紹紹ごごごで紙紙紙
たい、たま。すまき
れさ記記明明ががが先先先絡絡絡連連連の
意ごごご、おな。すまき
拝接直直直ががが長市市市、はどどど

　 　 　 　

　　   

　

　

 　　　 　 　　　　

　　　

　

　  

　  

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

が
長
議

。
た
し

。
す
で
り
お
と
の

）
歳
76
（
氏
郎
治
幸
野
貫
に
長
議

、
で
）
目
日
２
第
（
会
時
臨
回

　 　 　 　

　　   

　

　

 　　　 　 　　　　

　　　

　

　  

　  

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す
で
せ
ら
知

が
長
議

　 　 　 　

　　   

　

　

 　　　 　 　　　　

　　　

　

　  

　  

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

課課報報広広書秘秘合合問問 課課報報広広書秘秘合合問問
＝＝ススレドドアアルルーーメ ススレドドアアルルメ
課報報広書書秘秘合合問
ススレドアアルルメ ススレドアアルルメ
課課報広広書書秘秘合合問問 課課報広広書書秘秘合合問問
ススレレドアアルメメ ＝ススレレドアアルメメ
課

払人取受金料

23
認承
店支津大泉

報報報広広広書書書秘秘合問問問
＝スレドアルルルーメ

　 　 　 　

　　   

　

　

 　　　 　 　　　　

　　　

　

　  

　  

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

）階階44所所役役市市課 ）階階44所所役役市市課
yyy stoimuziytc@@uohuookoysh＝ tiit@@hkkih

階階4所所役市（課
stommuzytc@@uohuooyh tt@@hh

）階階4所所役役市市（課 ）階階4所所役役市市（課
soommuz.ytc@@uohuokoysih soommuzyytc@@uohuokoysih

）

9 55
きがは便郵

（ ）線りとりき（

78

階階階4所役市市市（（（課
stttoiiimmuuuzzziii.yytttiiiccc@uuuooohhhuokkooyyssiihhh＝

　 　 　 　

　　   

　

　

 　　　 　 　　　　

　　　

　

　  

　  

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

pjpjaakasou jkk pjakou jks ppjakaso.u ppjakasouu p

左

097

議
j..akkaassoo.uusss

　 　 　 　

　　   

　

　

 　　　 　 　　　　

　　　

　

　  

　  

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

長 氏郎八正谷丸議

35－
所住。ブ
属所。任
副会議市
3続連
年51成
正谷丸

　 　 　 　

　　   

　

　

 　　　 　 　　　　

　　　

　

　  

　  

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

うろちはうょし
・にたるま

51町雲東、は所
ラク民市は派会属
歴をどな長議副
、間のこ。選当期
来以選当初月5年
平、は長議郎八正

　 　 　 　

　　   

　

　

 　　　 　 　　　　

　　　

　

　  

　  

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

。いさだくし出お
にずらはを手切

でま日03
月6年32成平
間期効有出差

23

津大泉

　 　 　 　

　　   

　

　

 　　　 　 　　　　

　　　

　

　  

　  

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

21番9町雲東市津

　 　 　 　

　　   

　

　

 　　　 　 　　　　

　　　

　

　  

　  

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

は
を
手
切、
り
取
り
切
を
き
が
は
の
左

号2

　 　 　 　

　　   

　

　

 　　　 　 　　　　

　　　

　

　  

　  

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　長 氏郎治幸野貫議副

域地海臨
２続連来
91成平
幸野貫

。35－

　 　 　 　

　　   

　

　

 　　　 　 　　　　

　　　

　

　  

　  

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　氏 うろじうこ
・のんか

委別特策対備整域
、間のこ。選当期２
以選当初月５年9
、は長議副郎治幸

　 　 　 　

　　   

　

　

 　　　 　 　　　　

　　　

　

　  

　  

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

大泉
長市（

　 　 　 　

　　   

　

　

 　　　 　 　　　　

　　　

　

　  

　  

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

行長市津大
）きがはのへ長

　 　 　 　

　　   

　

　

 　　　 　 　　　　

　　　

　

　  

　  

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

。

）
線
り
と
り
き
（

い
さ
だ
く
て
れ
入
に
ト
ス
ポ
に
ず
ら
は

行

　 　 　 　

　　   

　

　

 　　　 　 　　　　

　　　

　

　  

　  

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　 　 　 　

　　   

　

　

 　　　 　 　　　　

　　　

　

　  

　  

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　 　 　 　

　　   

　

　

 　　　 　 　　　　

　　　

　

　  

　  

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

□□ー595〒
市津大泉

名氏

所住

　 　 　 　

　　   

　

　

 　　　 　 　　　　

　　　

　

　  

　  

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

齢年

－(話電

□□□

　 　 　 　

　　   

　

　

 　　　 　 　　　　

　　　

　

　  

　  

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

。

歳齢

)

　 　 　 　

　　   

　

　

 　　　 　 　　　　

　　　

　

　  

　  

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　 　 　 　

　　   

　

　

 　　　 　 　　　　

　　　

　

　  

　  

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　



の話題 まち
Izumiotsu  Town  Topics

saycheese!!

泉大津で起こったさま
ざまなできごとやイベ
ントを、写真とともに
お届けします。 

（
き
り
と
り
線
）
 

わたしの提言 

右
の
は
が
き
を
切
り
取
り
、
切
手
を
は
ら
ず
に
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
 

について 

※おもて面にご住所・お名前などを記入してください。

4月30日、市民会館プラザにて奈良県大和郡山市で
開催される「第17回全国金魚すくい選手権大会」の
「泉州予選大会リハーサル」が開催されました。
これは5月22日に開催した「泉州予選大会」に向け

行われたもので、小・中学生部門、一般部門の各部門約
100人ずつの参加があり、それぞれ予選・準決勝、決
勝と自慢の腕前を競いました。参加者たちは、夜店など
とは違う競技ルールにより行う「金魚すくい」に最初は
戸惑いながらも、大人も子どもも優勝に向けて真剣に金
魚を追いかけていました。
競技の後、本場大和郡山市から来た「金魚すくい名人」
のデモンストレーションがあり、名人の鮮やかな技に観
衆たちは感嘆の声をあげていました。

名金魚すくい選手権リハーサル大会開催

人のすごい技にびっくり!!

17 広報いずみおおつ　平成23年6月号

Izumiotsu  Town  Topics

毎池上曽根弥生学習館ふれあいまつり

年恒例行事、10回目を迎える
5月5日に毎年行っている池上曽根弥生学習館ふ

れあいまつりも今年で10回目の開催を迎えました。
古代米のつかみ取りや勾玉づくりなどが開催さ

れ、会場は多くの人で賑わいました。ステージを楽
しむ人、フリーマーケットや模擬店を見て回る人な
ど、参加者は思い思いにゴールデンウイークのひと
ときを楽しんでいました。
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昨年度から開催している泉大津市文化フォーラム「カル
チャ・スコール」の新年度第１回、「野球・もう一人の主役」
が5月8日、テクスピア大阪で開催されました。
今回は、多くのプロ野球選手のバットを作成している、

ミズノテクニクス・プロバットマイスターの久保田五十一
氏を講師に迎え、プロ野球選手との交流・エピソードを交
えながらの講演や、イチロー・松井秀喜両選手の実物バッ
トも披露され、参加者らは実際にバットに触れることもで
き、大喜びしていました。
なお、今年度も「カルチャー・スコール」は毎月著名な
文化人らを招いて、質の高い講演会などを計22回開催す
る予定です。ぜひご参加ください。問合 秘書広報課（市
役所4階）

バ 平成23年度「カルチャー・スコール」開幕

ット職人のエピソードを聞く

市立病院では、看護の日にちなみ、５月13日にいずみ
おおつシティのアルザアトリウムで医療・看護相談や、
血圧・体脂肪測定などを無料で行うイベントを開催しま
した。看護について市民の皆さんに理解し、考えてもら
うことを目的とし、会場は多くの参加者で賑わいました。
なお同時に、市民から募集していた看護川柳の優秀作

品3点が紹介され、受賞した3人に表彰状と記念品が贈ら
れました。

受賞作品
おづ賞 「白衣みて　泣き出した子が　いま笑顔」（三宅
幾子さん）
さつき賞 「介護する　嫁の笑顔が　嬉しくて」（古林徹
之さん）
ナイチンゲール賞 「母の日に　感謝の言葉　笑顔そえ」
（浦川民江さん）

み市立病院が看護の日にちなみイベント開催

んなの笑顔をみたいから

19 広報いずみおおつ　平成23年6月号

Izumiotsu  Town  Topics

戎小学校６年生の３クラス114人が、市内の遺跡から発
掘された弥生土器に触れる社会科の体験授業を受けました。
教育委員会の専門職員から説明を受けた後、本物の土器に
触れた児童は興味深げに観察し、「この模様は何ですか？」
などと活発な質問が出されました。

弥 「どきどき土器体験」開催

生土器にさわってみよう

織編館では、ガイダンスブック『泉大津の産業と文化』
を刊行しました。内容は常設展・企画展・収蔵資料・体験
学習・繊維産業・指定文化財などを紹介するものです。織
編館のみで配布しています（無料。ただし、１人１冊）。問
合 生涯学習課（市役所3階）。

織編館ガイダンスブック『泉大津の産業と文化』刊行

編館で無料配布中！

職業奉仕とそこから広がる社会奉仕・国際親善を目的に掲げ
当地に誕生した泉大津ロータリークラブが創立55周年を迎え
ました。今回これを記念し、同クラブから「散策いずみおおつ
～泉大津の文化財を訪ねて～」のイラストマップ・DVDなど
が市に寄贈され、市から感謝状を贈呈しました。
イラストマップは、A４版12ページで、市内の文化財を地

図とイラストで紹介するほか、「泉大津の歴史と文化財」、「指
定文化財一覧」も掲載しています。
イラストマップは生涯学習課、織編館、弥生学習館で一人に
一部無料で配布します。問合 生涯学習課（市役所3階）。

イ 泉大津ロータリークラブ創立55周年記念事業

ラストマップを発行、寄贈を受ける

4月4日　ふるさと文化遺産の「二田村境石造物群」に銘板
が設置されました。あわせてふるさと文化遺産認定式がおこな
われ、文化財保護委員会（丹農秀知会長）から認定書が手渡さ
れました。
この石造物群は二田町２丁目助松式内線沿いの東側にあり、
地元の皆さんから「二田のお地蔵さん」と呼ばれ親しまれてい
ます。この地は旧二田村の南端に位置し、ムラの境神信仰の様
子を知ることができる貴重なものとなっています。

二 二田村境石造物群に銘板を設置

田のお地蔵さんが認定される

織

市では、5月6日、人権の大切さを理解してもらおうと、
泉大津駅など市内3か所で人権街頭啓発を行いました。
これは、5月1日から7日の「憲法週間」にちなみ行った
もので、当日は市長をはじめ、人権擁護委員、人権啓発推
進協議会の役員などが参加し、通勤・通学する市民に傷テ
ープを配布し人権の大切さを訴えました。

差 泉大津駅など市内3か所で人権街頭啓発

別のない、明るい街に



いつまでも若々しく健康でいるため
には、バランスのよい食と運動は必須
です。テーマ別講義と栄養士の手作り
弁当を食べて学ぶ「食と講義編」、ス
ポーツ教室指導員による「運動編」で、
皆さんの健康づくりを応援します。
日時 ①6月28日㈫　午前10時～午
後1時「食と講義編」、②7月5日㈫
午前9時30分～11時30分「運動編」
（2日間コース）
場所 ①保健センター、②総合体育館
対象 食生活、運動習慣に関心のある
市民で、2日とも受講可能な人（お子
さんの参加は不可）
定員 先着30人
参加費 500円（教材、資料代）
内容 ▷テーマ「脳のエクササイズ」

に関する講義　▷栄養士の手作り弁当
を食べて学ぶ ▷スポーツ教室指導員
による運動実技
申込 6月10日㈮から保健センター窓
口または電話にて

対象の人に、子宮頸がん・乳がんの
早期発見と知識を深めていただくた
め、検診受診の無料クーポン券と検診
手帳を5月下旬に送付しました。
なお、広報いずみおおつ4月号でお

知らせしましたクーポン券の利用につ
きましては、クーポン券が届くまでに
すでに受診した人や、持参せずに受診
した人は500円の返金はできませんの
でご了承ください。
対象の人で平成23年4月21日以降

に本市に転入した人は、保健センター
までお問い合わせください。
問合 保健センター

■エイズ・クラミジア検査と相談
■こころの健康相談（要電話予約）
■井戸水など飲料水の水質検査（予約
制・有料）
■飼えなくなった犬の引き取り（有料）
■住居衛生相談
■健康づくりのDVDなどの貸し出し

のページ 保健、医療にまつわる情報など、
健康づくりに役立つお知らせです。

問い合わせ

●保健センター　蕁33・8181
●市立病院　蕁32・5622

※今月都合が悪い場合、来月でも可（予約不要）

Ｈ23年2月1日～
Ｈ23年2月20日生

9か月～1歳未満

Ｈ19年11月生

6月22日㈬

Ｈ21年12月11日～
Ｈ21年12月31日生 7月12日㈫

指定医療機関でお受けください
受診票は4か月児健診時配布

6月21日㈫

6月7日㈫、7月5日㈫
午後0時45分・1時30分
6月7日㈫、7月5日㈫
午後2時30分～3時

6月7日㈫、7月5日㈫
午後2時30分～4時
6月7日㈫、7月5日㈫
午前10時30分～11時30分
※6月7日㈫、7月5日㈫
午前10時～10時30分

場　所　保健センター　　受付時間　個別に通知します。

就学前の乳幼児

Ｈ22年11月生

6月14日㈫、21日㈫
7月12日㈫
午後2時30分～4時

1か月～8か月未満
の親子

1～3歳

7か月～1歳未満
の親子

場　所　保健センター 場　所　保健センター

----------------------- ---------------------------------

Ｈ21年11月21日～
Ｈ21年12月10日生 6月14日㈫

6月7日㈫、7月5日㈫
午後1時30分～3時30分就学前の乳幼児

毎週火・金曜日
午前9時～正午
6月21日㈫
午前9時30分～11時

　健康相談・育児相談などの電話相談も受け付けています。
　日程　月～金曜日(祝日を除く)　時間　午前9時～午後5時

保健センター

保健センター

Ｈ23年1月生 午後１時15分～１時30分

6月28日㈫
6月23日㈭

Ｈ21年6月生
Ｈ20年12月生

6月20日㈪

場所　保健センター　受付時間　午後1時～1時30分　持物　歯ブラシ
・母子手帳・お茶・50円切手　※今月都合の悪い場合は来月でも可（予約不要）

乳児後期健診

3歳6か月児健診

7か月児相談

乳幼児育児相談会
（身体計測・相談）

1・2・3のみんなの広場
(親子同士の交流・相談)

赤ちゃん広場
(親子同士の交流・相談)

※タッチケア
(赤ちゃんマッサージ)

ぴよぴよくらぶ
(親子同士の交流・相談)

　乳幼児健診

　育児相談

4か月児健診

1歳6か月児健診

ほっと一息まんま・食のサロン
（食に関する相談・アドバイス）

一般健康相談
（予約不要）
歯科・栄養相談
（予約制）

　健康相談

2歳児
2歳6か月児

　よい歯を育てる会（歯科健診）

　ベビーCooking（離乳食講習会）

日　　時場　　所相  談  名

日　　程対　　象

受付時間対　　象日　　時

対　　象 日　　程

日　　時

健  診  名

対　　象相  談  名

子育てを中心とした、さまざまな相談や健康診査
実施日の一覧です。

各種相談・健診の日程表

20

女性特有のがん検診推進事業

食と運動・健康応援講座
～脳を鍛えて素敵な毎日を！～

和泉保健所案内
蕁41・1342

栄養士の手作り弁当（イメージ）

お弁当に使用する
食材は、すべて近
商ストア泉大津店
から無償提供いた
だいています

非
常
事
態
!!

急
病
!!

いざ！というときの連絡先 HEA
LTH

 

＆ 
HOSPITAL 健康

市
立
病
院
ス
タ
ッ
フ
コ
ラ
ム

健
康
・
予
防
の
ハ
ナ
シ

ち
ょ
っ
と

耳
よ
り
な

21 広報いずみおおつ　平成23年6月号

蘚三種混合・二種混合・MR（麻しん、
風しん混合ワクチン）・日本脳炎
市内医療機関で、個別接種を行って

います。詳細は、広報いずみおおつ４
月号の平成23年度母子保健予定表
（保存版）をご覧ください。
蘚BCG接種
実施日 6月24日貊
受付時間 午後1時30分～2時30分
場所 保健センター
対象 生後6か月未満

７・８月コース受け付け中です。詳
細は保健センターまでお問い合わせく
ださい。お子さま連れの参加は、ご遠
慮ください。

15歳未満（中学生まで）のお子さ
んが休日に病気になった場合は、標記
センター（岸和田市荒木町1－1－51

蕁072・443・5940）をご利用く
ださい。受け付けは、土曜日の午後5
時～10時、日曜日・祝日、年末年始
（12月29日～1月3日）は午前9時～
午後10時です。ただし、正午～午後1
時と午後4時～5時は、受け付けでき
ません。なお休日の救急に関しては、
市消防本部へ。

蜴７月18日豢 田中歯科医院（松之
浜町２ー７ー28　蕁32・1928）
診療受け付けは、午前9時30分～

11時30分、午後1時～4時。医院ご
とに初診料が必要です。事前に電話に
てご確認ください。なお、電話がつな
がらない場合は市消防本部へ。

日時 7月6日㈬ 午後1時30分～４
時（予約制　1人30分）
場所 保健センター
対象 本市在住の乳幼児とその保護者
予約 要予約（保健センターまで）

内容 ことば（発音や吃音
きつおん

など）、の
みこみ、聞こえなどについての相談
問合 保健センター

日程 7月22日㈮、24日㈰　いずれ
も午後
対象 市内に住所を有する、40・
45・50・55・60・65・70歳の
女性（12月31日現在の年齢）
費用 500円
内容 骨密度測定（かかとの超音波検
査）
申込 保健センターへ

市では、衛生委員会と共催で健康に
関する教室を開催します。
日時 6月17日㈮　午後7時30分～
（受付は午後7時15分～）
場所 北曽根公民館
予約 不要
内容 認知症予防について
問合 保健センター

予防接種のお知らせ

内
視
鏡
手
術
は
、
体
表
に
傷

が
な
い
か
、
あ
る
い
は
小
さ
な

傷
で
済
み
ま
す
の
で
、「
体
に
優

し
い
手
術
」
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
大
き
く
分
け
る
と
、
口
や

肛
門
な
ど
か
ら
挿
入
し
て
治
療

を
行
う
内
視
鏡
的
治
療
と
、
お

腹
や
胸
に
小
さ
い
穴
を
あ
け
て

内
視
鏡
を
挿
入
し
て
、
手
術
を

行
う
内
視
鏡
下
外
科
手
術
に
大

別
さ
れ
ま
す
。
内
視
鏡
的
治
療

は
、
麻
酔
を
か
け
ま
す
が
、
声

を
か
け
れ
ば
目
を
あ
け
る
程
度

の
静
脈
麻
酔
で
行
い
ま
す
。
食

道
静
脈
瘤
や
胃
か
い
よ
う
か
ら

の
出
血
を
止
め
た
り
、
小
さ
い

ポ
リ
ー
プ
を
切
除
し
た
り
し
ま

す
。
ま
た
最
近
は
、
が
ん
で
も

粘
膜
に
と
ど
ま
る
直
径
２
㎝
程

度
の
早
期
が
ん
な
ら
、
内
視
鏡

的
粘
膜
下
層
剥
離
術
（
E
S
D
）

で
切
除
で
き
ま
す
。
こ
の
方
法

で
あ
れ
ば
ま
っ
た
く
胸
や
お
な

か
に
傷
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
方
、

内
視
鏡
下
外
科
手
術
は
、
手
術

室
で
麻
酔
科
医
に
全
身
麻
酔
を

か
け
て
も
ら
っ
て
行
い
ま
す
。

E
S
D
で
切
除
で
き
な
い
早
期

が
ん
に
と
ど
ま
ら
ず
、
あ
る
程

度
の
進
行
が
ん
ま
で
、
内
視
鏡

下
外
科
手
術
で
治
療
し
ま
す
。

泉
大
津
市
立
病
院
で
は
、
食
道

が
ん
、
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
の

７
割
が
内
視
鏡
手
術
で
治
療
で

き
て
お
り
、
最
近
の
治
療
成
績

は
、
従
来
の
外
科
手
術
よ
り
も

優
れ
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
し

た
。ま

た
、
胆
の
う
結
石
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
食
道
裂
孔
ヘ
ル

ニ
ア
、
急
性
虫
垂
炎
、
ソ
ケ
イ

ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
の
良
性
疾
患
、

あ
る
い
は
小
さ
い
肝
臓
が
ん
な

ど
、
従
来
開
腹
手
術
で
行
わ
れ

て
い
た
ほ
と
ん
ど
の
治
療
を
内

視
鏡
手
術
で
行
っ
て
い
ま
す
。

小
さ
い
傷
で
治
し
た
い
人
は
、

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

永
井
祐
吾
病
院
長

泉
大
津
市
立
病
院
で
は
内
視
鏡
手
術
を

専
門
的
に
行
っ
て
い
ま
す

たまごくらす（両親教室）
7・8月コース募集

泉州北部小児初期
救急広域センター

ことば・のみこみ・きこえの
相談

祝日の歯科急病診療医院（７月）

健康教室「認知症予防について」

●泉大津市消防本部　蕁21・0119
●泉州北部小児初期救急広域センター 蕁072・443・5940

●和泉保健所 蕁41・1342
●救急安心センターおおさか 蕁＃7119または06・6582・7119

※「救急安心センターおおさか」では、専門の相談
員・看護師・医師が常駐し、24時間体制で応急手
当の方法や病院での受診に関する助言を行います

骨粗しょう症検診のご案内
（予約制）



も
う
す
ぐ
、
夏
祭
り
、
花
火
大
会

の
季
節
で
す
。
今
年
の
夏
は
、
浴
衣

を
着
て
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
着

付
け
が
初
め
て
の
人
も
お
気
軽
に
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時

６
月
25
日
㈯
　
午
後
２
時
〜

午
後
４
時

場
所

市
民
会
館
和
室

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員

先
着
20
人

受
講
料

１
０
０
円

持
物

浴
衣
、
半
幅
帯
、
肌
じ
ゅ
ば

ん
、
腰
ひ
も
２
本
、
伊
達
締
め
１
本
、

前
板
、
筆
記
用
具

講
師

橋
川
伊
久
子
氏

申
込
・
問
合

６
月
18
日
㈯
ま
で
に

受
講
料
を
添
え
て
市
民
会
館
（
☎

21
・
７
０
５
０
）
へ

な
お
、
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
。

新
小
学
１
・
２
年
生
の
皆
さ
ん
、
南

公
民
館
の
ク
ラ
ブ
「
子
供
英
会
話
」

で
毎
週
土
曜
日
に
楽
し
く
英
会
話
を

学
び
ま
せ
ん
か
？

南
公
民
館
で
の
舞
台
発
表
会
も
あ

り
ま
す
。
次
の
と
お
り
見
学
会
を
行

い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時

６
月
11
日
㈯
・
18
日
㈯
・
25

日
㈯
　
午
後
２
時
30
分
〜
３
時

場
所

南
公
民
館

対
象

市
内
在
住
の
新
小
学
１
・
２

年
生

問
合

南
公
民
館
（
☎
33
・
１
７
６

４
）南

公
民
館
の
ク
ラ
ブ
「
ド
レ
ミ
親

子
教
室
」
で
は
、
毎
週
木
曜
日
、
先

生
と
い
っ
し
ょ
に
リ
ズ
ム
体
操
、
絵

本
、
作
品
作
り
、
サ
ー
キ
ッ
ト
（
鉄

棒
、
マ
ッ
ト
運
動
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
）

な
ど
、
楽
し
く
親
子
体
操
を
し
て
い

ま
す
。
一
度
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
　
入
会
受
け
付
け
も
随
時
行
っ

て
い
ま
す
。

日
時

６
月
16
日
㈭
・
23
日
㈭
　
午

前
10
時
〜
11
時

場
所

南
公
民
館

対
象

１
歳
〜
就
園
前
の
子
ど
も
と

親持
物

上
靴
・
お
茶
・
タ
オ
ル
・
動

き
や
す
い
服
装

問
合

南
公
民
館
（
☎
33
・
１
７
６

４
）「

フ
ラ
ダ
ン
ス
に
は
興
味
が
あ
る

け
ど
、
い
ざ
始
め
る
の
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
と
い

う
人
。
こ
の
講
座
を
き
っ
か
け
に
フ

ラ
ダ
ン
ス
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

６
月
22
日
・
29
日
・
７
月
６

日
・
13
日
・
20
日
の
水
曜
日
　
午
前

10
時
〜
11
時
30
分
（
全
５
回
）

場
所

北
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員

先
着
24
人

参
加
費

５
０
０
円
（
５
回
分
）

持
物

水
筒
・
動
き
や
す
い
服
装

申
込
・
問
合

６
月
10
日
㈮
午
前
９

時
か
ら
参
加
費
を
添
え
て
本
人
ま
た

は
家
族
が
直
接
、
北
公
民
館
（
☎
23
・

０
５
０
５
　
薨
23
・
０
５
６
６
）
へ

な
お
、
定
員
に
満
た
な
い
場
合
の

み
、
11
日
㈯
午
前
９
時
か
ら
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
申

し
込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ
い
て

は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
臨
床

心
理
の
先
生
を
招
き
、
子
育
て
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
研
修
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
毎
月
、
子
育
て
に
関
す
る
テ

ー
マ
を
も
と
に
、
親
と
子
の
関
係
や

子
育
て
に
つ
い
て
、
学
習
し
て
い
ま

す
。
い
っ
し
ょ
に
学
習
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

６
月
の
テ
ー
マ

子
ど
も
の
話
を
上

手
に
聞
く
に
は

日
時

６
月
９
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

正
午
（
受
付
は
午
前
９
時
45
分
〜
）

７
月
の
テ
ー
マ

子
ど
も
の
対
人
関

係
に
つ
い
て

日
時

７
月
14
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

正
午
（
受
付
は
午
前
９
時
45
分
〜
）

９
月
の
テ
ー
マ
　
学
校
が
好
き
に
な

る
子
育
て

日
時

９
月
８
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

正
午
（
受
付
は
午
前
９
時
45
分
〜
）

場
所

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
（
旧

戎
小
学
校
跡
）

対
象

幼
稚
園
〜
中
学
生
ぐ
ら
い
の

お
子
さ
ん
が
い
る
保
護
者
な
ど

申
込
・
問
合

フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
、

郵
送
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、
①
参

加
者
氏
名
、
②
お
子
さ
ん
の
年
齢
、

③
参
加
日
（
複
数
可
）
を
記
入
の
う

え
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
（
〒
５
９

５
ー
０
０
４
１
　
戎
町
３
―
41

☎

31
・
４
４
６
０
　
薨
33
・
７
３
５
３

E-m
ail
iz-edc@
ioctv.zaq.ne.jp

)へな
お
、
参
加
希
望
者
は
原
則
と
し

て
、
全
員
受
講
可
と
し
ま
す
。
受
講

可
の
連
絡
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
自
ス
リ
ッ

パ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
車
で
の
来

所
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

情
報
か
わ
ら
版

STU
DY
! 

NE
WS
! 

EV
EN
T! 

INF
OR
MA
TIO
N! 

イ
ベ
ン
ト
や
各
種
講
座

な
ど
の
ご
案
内
で
す
。

STU
DY
! 

NE
WS
! 

EV
EN
T! 

INF
OR
MA
TIO
N!

22

市
民
会
館
講
座

着
付
け
講
習
会

「
子
供
英
会
話
」
見
学
会

「
ド
レ
ミ
親
子
体
操
」

見
学
体
験
会

フ
ラ
ダ
ン
ス

※H23年5月1日現在。
( ）は前月比

●総人口
77,375人 (－22人)
●女
40,113人 (＋10人)
●男
37,262人 (－32人)
●世帯数
33,037世帯(＋31世帯)
●面積
13.29 裄 (±0裄)

子
育
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

研
修
会

〜
あ
そ
び
は
子
ど
も
た
ち
の

夢
を
育
て
ま
す
〜

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
育
て
講
座
と
し
て
「
う
た
あ
そ

び
・
リ
ズ
ム
あ
そ
び
」
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。
友
だ
ち
と
出
あ
う

ワ
ク
ワ
ク
感
や
親
子
で
の
ふ
れ
あ
い
、

あ
そ
び
を
通
し
て
今
ま
で
気
づ
か
な

か
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
一
面
を
感
じ

て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時

６
月
14
日
㈫
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分
（
受
付
10
時
15
分
〜
）

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

な
お
、
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま

す
。
自
転
車
か
徒
歩
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

対
象

市
内
在
住
の
１
歳
半
〜
就
学

前
の
子
ど
も
と
そ
の
親

定
員

先
着
20
組
（
申
込
制
）

参
加
費

無
料

持
物

タ
オ
ル
・
お
茶
（
上
靴
不
要
）

講
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
音
楽
サ
ポ
ー
ト

ネ
ッ
ト
「
音
結
（
お
と
ゆ
い
）」
グ

ー
・
チ
ョ
キ
・
パ
ー

申
込

６
月
２
日
㈭
か
ら
月
〜
金
曜

日
の
午
後
０
時
30
分
か
ら
４
時
に
、
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
23
・

０
０
１
２
）
へ

問
合

児
童
福
祉
課
（
市
役
所
１
階

11
番
窓
口
）

な
お
、
６
月
14
日
㈫
は
、
お
や
こ

広
場
「
た
ん
ぽ
っ
ぽ
」
を
お
休
み
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
市
民
を
対

象
に
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
転
倒

予
防
・
認
知
症
予
防
な
ど
の
話
や
運

動
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所

▽
６
月
14
日
㈫
…
宇

多
長
寿
園
　
▽
21
日
㈫
…
旭
長
寿
園

▽
22
日
㈬
…
な
ぎ
さ
住
宅
集
会
所

▽
７
月
１
日
㈮
…
南
公
民
館
　
▽
５

日
㈫
…
条
東
長
寿
園
　
▽
７
日
㈭
…

春
日
町
自
治
会
館

時
間

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

問
合

高
齢
介
護
課
（
市
役
所
１
階

８
番
窓
口
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
デ

ジ
カ
メ
を
使
っ
た
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る

は
が
き
の
作
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

７
月
７
日
、
14
日
、
21
日
の

木
曜
日
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30

分場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
で
、
全
日
程
出
席

が
可
能
で
、
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
の

操
作
・
文
字
入
力
が
で
き
る
55
歳
以

上
の
人

定
員

12
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

抽
選
）

参
加
費

１
５
０
０
円
（
教
材
費
）

申
込
・
問
合

所
定
の
申
込
用
紙
か

往
復
は
が
き
に
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
７
月
受
講
希
望
と

記
入
の
う
え
、
６
月
15
日
㈬
ま
で
に

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
〒
５
９

５
ー
０
０
２
６
　
東
雲
町
９
ー
12

☎
23
・
１
０
０
７
)へ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
利
用
す
る
に

は
講
習
会
を
受
講
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
総
合
体
育
館
で
は
、
次
の
日

程
で
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

対
象

15
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は

不
可
）

定
員

５
人
程
度
（
24
日
は
30
人
）

講
習
日
の
持
物

２
５
０
円
（
許
可

証
を
発
行
）・
縦
３
㎝
×
横
２
㎝
の
顔

写
真
・
上
靴
・
運
動
の
で
き
る
服
装

申
込
・
問
合

６
月
26
日
㈰
午
前
10

時
か
ら
総
合
体
育
館
（
☎
33
・
１
２

０
０
）
へ

な
お
、
６
月
分
も
空
き
が
あ
り
ま

す
。
随
時
申
し
込
み
可
能
で
す
。

ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
語

学
教
室
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
こ
の

国
の
赤
ち
ゃ
ん
も
、
こ
と
ば
を
勉
強

し
て
話
せ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な

く
、
ま
わ
り
で
話
さ
れ
て
い
る
こ
と

ば
を
自
然
に
話
せ
る
よ
う
に
な
る
能

力
を
人
間
だ
れ
も
が
も
っ
て
い
ま
す
。

「
環
境
さ
え
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
、
い
く

つ
も
の
こ
と
ば
が
話
せ
る
」
こ
と
に

つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
お
話
し
す

る
「
講
演
会
」
と
、
実
際
に
ご
自
分

で
体
験
し
て
い
た
だ
け
る
「
体
験
会
」

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

講
演
会

▽
６
月
14
日
㈫
　
午
前
10

時
30
分
〜
正
午
…
あ
す
と
ホ
ー
ル
（
松

ノ
浜
）
　
▽
18
日
㈯
　
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
…
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
（
泉

大
津
）
　
▽
25
日
㈯
　
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
…
コ
ス
モ
シ
ア
タ
ー
（
貝

塚
）

体
験
会

▽
６
月
18
日
㈯
　
午
後
３

時
〜
４
時
…
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
（
泉

大
津
）
　
▽
25
日
㈯
　
午
後
３
時
〜

４
時
…
コ
ス
モ
シ
ア
タ
ー
（
貝
塚
）

▽
28
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

…
あ
す
と
ホ
ー
ル
（
松
ノ
浜
）

な
お
、
参
加
費
は
無
料
で
、
講
演

会
の
み
託
児
が
あ
り
ま
す
。

問
合

ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ

ブ
・
北
野
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　
０

１
２
０
・
５
５
７
・
７
６
１
）
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楽
笑
会

中
高
年
の
デ
ジ
カ
メ
活
用
と

は
が
き
の
作
成
講
座

総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

利
用
講
習
会
（
７
月
分
）

日　　時
2 日㈯
6日㈬
8日㈮
12日㈫
21日㈭
24日㈰
27日㈬
29日㈮

午後 3時～
午前 10時～
午後 7時～
午後 3時～
午後 7時～
午前 10時～
午後 7時～
午前 10時～

７
月
分
日
程
表

「広報いずみおおつ」広告募集（有料） 
　「広報いずみおおつ」では、毎月広告を掲載しています。
これは、市内産業の振興を図り、良質な商品やサービスなど
に関する情報を提供するために行うものです。 
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。 
　掲載を希望される事業者は、下記広告代理店までお問い合
わせください。 

○広告サイズ…幅 183袢×高さ 49袢（1色刷り） 
○広告掲載料…下記広告代理店へお問い合わせください。 
※広告掲載基準により取り扱いができないものがあります。 
 

申込・問合　　合同会社 IM総合企画　蕁 072・242・7997　薨 072・296・7375 

子
育
て
講
座

「
う
た
あ
そ
び
・
リ
ズ
ム
あ
そ
び
」

ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ

「
７
か
国
語
で
話
そ
う
」



タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）

24

（「
学
習
・
講
座
」
の
続
き
）

市
で
は
次
の
と
お
り
「
手
話
奉
仕

員
上
級
講
座
」
を
開
講
い
た
し
ま
す
。

開
講
日

６
月
25
日
㈯
・
７
月
16
日

㈯
・
８
月
27
日
㈯
・
９
月
23
日
㈷
・

10
月
29
日
㈯
・
 11
月
19
日
㈯
・
12
月

17
日
㈯
・
１
月
14
日
㈯
・
２
月
25
日

㈯
・
３
月
17
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
正

午
（
受
付
は
午
前
９
時
40
分
〜
９
時

50
分
）
全
10
回

場
所

市
役
所
職
員
会
館

対
象

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門
、

基
礎
を
修
了
し
た
人
で
、
府
手
話
通

訳
者
養
成
講
座
の
受
講
を
目
指
し
、
本

市
の
手
話
奉
仕
員
と
し
て
将
来
的
に

登
録
を
希
望
す
る
人
（
他
市
で
の
修

了
も
可
）

な
お
、
指
文
字
が
ス
ム
ー
ズ
に
表

現
で
き
る
よ
う
練
習
を
し
て
来
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
一
定
の
レ
ベ
ル

以
上
の
人
は
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

定
員

20
人
（
申
込
者
多
数
の
場
合

は
、
選
考
）

申
込
・
問
合

障
害
福
祉
課
で
配
布

す
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
必
ず
修
了
証
の
写
し
を
添

付
し
、
６
月
１
日
㈬
か
ら
15
日
㈬
ま

で
に
障
害
福
祉
課
（
〒
５
９
５
ー
８

６
８
６
　
住
所
記
載
不
要
　
薨
33
・

８
２
９
４
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

市
民
会
館
自
主
事
業
協
議
会
で
は
、

大
阪
交
響
楽
団
の
「
第
67
回
名
曲
コ

ン
サ
ー
ト
」（
夏
の
日
の
思
い
出
）
の

無
料
公
開
リ
ハ
ー
サ
ル
を
開
催
し
ま

す
。

日
時

７
月
16
日
㈯
　
開
場
午
後
２

時
30
分
　
開
演
午
後
２
時
40
分
〜
４

時会
場

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料

無
料
、
要
整
理
券
(一
人
４

枚
ま
で
)・
未
就
学
者
入
場
不
可

整
理
券

６
月
７
日
㈫
午
前
９
時
か

ら
市
民
会
館
に
て
発
行

指
揮
（
首
席
客
演
指
揮
者
）

キ
ン

ボ
ー
・
イ
シ
イ
＝
エ
ト
ウ

ピ
ア
ノ

丸
山
耕
路

プ
ロ
グ
ラ
ム

▽
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン

…
「
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ド
」
序
曲

▽

グ
ー
ル
ド
…
ア
メ
リ
カ
ン
・
シ
ン
フ

ォ
ネ
ッ
ト
第
２
番

▽
ガ
ー
シ
ュ
ウ

ィ
ン
…
ラ
プ
ソ
デ
ィ
・
イ
ン
・
ブ
ル

ー
　
▽
グ
ロ
フ
ェ
…
組
曲
「
グ
ラ
ン

ド
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
」

問
合

市
民
会
館
（
☎
21
・
７
０
５

０
）

盛
夏
の
清
流
と
歴
史
の

郡
上
八
幡
散
策

日
時

７
月
３
日
㈰
　
午
前
６
時
45

分
市
役
所
西
玄
関
前
集
合
　
午
前
７

時
出
発

コ
ー
ス

市
役
所
↓
大
滝
鍾
乳
洞
↓

郡
上
八
幡
観
光
（
博
覧
館
…
城
下
町

…
宗
祇
水
…
清
流
吉
田
川
…
柳
町
…

博
覧
館
）
↓
市
役
所

※
「
↓
」
は
車
中
、「
…
」
は
徒
歩

定
員

先
着
40
人

参
加
費

▽
大
人
…
７
５
０
０
円

▽
小
人
…
６
５
０
０
円
（
小
学
生
以

下
）（
入
場
料
含
む
）

持
物

水
筒
、
雨
具
（
カ
ッ
パ
な
ど
）、

は
き
な
れ
た
靴

申
込
・
問
合

６
月
19
日
㈰
午
前
９

時
30
分
か
ら
総
合
体
育
館
（
☎
33
・

１
２
０
０
）
へ

北
公
民
館
か
ら
バ
ス
に
乗
り
、
近

畿
圏
内
の
寺
院
を
中
心
に
あ
ち
こ
ち

見
学
に
行
き
ま
す
。
全
３
回
の
開
催

と
な
り
ま
す
。

期
間

７
〜
３
月
の
間
で
３
回
実
施

（
２
・
３
回
目
は
未
定
）

１
回
目
日
時

７
月
15
日
㈮
　
午
前

９
時
〜
午
後
５
時

行
先

比
叡
山
延
暦
寺

交
通
手
段

北
公
民
館
か
ら
バ
ス

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員

30
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

登
録
費
な
ど

２
５
０
０
円
（
３
回

分
の
料
金
）、
拝
観
料
な
ど
は
実
費

申
込
・
問
合

往
復
は
が
き
に
、
①

住
所
、
②
参
加
者
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、

③
年
齢
、
④
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
、
６
月
20
日
㈪
ま
で
（
必
着
）
に
、

北
公
民
館
（
〒
５
９
５
ー
０
０
０
６

東
助
松
町
４
ー
８
ー
４
　
☎
23
・
０

５
０
５
）「
近
畿
再
発
見
」
係
へ

な
お
、
返
信
用
に
も
住
所
・
氏
名

を
記
入
の
こ
と
。
往
復
は
が
き
の
み

の
受
け
付
け
と
な
り
、
は
が
き
１
枚

に
つ
き
一
人
の
申
し
込
み
で
、
一
人

１
枚
に
限
り
ま
す
。

歴
史
散
策

〜
弥
生
以
後
の
池
上
曽
根
を
歩
く
〜

市
教
委
・
市
文
化
財
保
護
委
員

会
・
池
上
曽
根
史
跡
公
園
協
会
で
は

府
立
弥
生
文
化
博
物
館
の
協
力
で
池

上
曽
根
遺
跡
周
辺
の
歴
史
を
訪
ね
る

企
画
「
歴
史
散
策
〜
弥
生
以
後
の
池

上
曽
根
を
歩
く
〜
」
(３
回
シ
リ
ー
ズ
)

を
次
の
要
領
で
実
施
し
ま
す
。
ふ
る

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
小
雨
決

行
）

■
第
１
回
　
二
田
物
部
氏
ゆ
か
り
の

地
を
歩
く

日
時

６
月
11
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

正
午

集
合
場
所

南
海
本
線
松
ノ
浜
駅
東

口
前

コ
ー
ス

松
ノ
浜
駅
東
口
〜
二
田
村

境
石
造
物
群
（
二
田
国
津
神
社
跡
付

近
）
〜
古
池
公
園
〜
曾
禰
神
社
〜
池

上
曽
根
史
跡
公
園
〜
弥
生
文
化
博
物

館■
第
２
回
　
都
び
と
ゆ
か
り
の
地
を

歩
く

日
時

６
月
25
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

正
午

集
合
場
所

Ｊ
Ｒ
和
泉
府
中
駅
前
タ

ク
シ
ー
乗
り
場
付
近

コ
ー
ス

和
泉
府
中
駅
前
〜
和
泉
国

府
跡
〜
泉
井
上
神
社
（
地
名
発
祥
）

〜
穴
師
薬
師
寺
〜
泉
穴
師
神
社
（
勅

使
道
）
〜
池
上
曽
根
史
跡
公
園
（
石

帯
出
土
場
所
）
〜
弥
生
文
化
博
物
館

■
第
３
回
　
中
世
武
士
ゆ
か
り
の
地

を
歩
く

日
時

７
月
９
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

正
午

集
合
場
所

Ｊ
Ｒ
北
信
太
駅
前

コ
ー
ス

北
信
太
駅
前
〜
葛
葉
稲
荷

神
社
（
中
世
屋
敷
跡
）
〜
四
十
九
山

〜
曽
根
城
跡
〜
池
上
曽
根
史
跡
公
園

〜
池
上
中
世
屋
敷
跡
（
金
蓮
禅
寺
）

〜
弥
生
文
化
博
物
館

参
加
費

無
料

申
込

不
要

問
合

生
涯
学
習
課
（
市
役
所
３
階
）

地
域
の
歴
史
を
訪
ね
ま
し
ょ
う

近
畿
再
発
見

７
月
は
比
叡
山
延
暦
寺
へ

大
阪
交
響
楽
団

無
料
公
開
リ
ハ
ー
サ
ル

市
民
歩
こ
う
会
バ
ス
ツ
ア
ー

郡
上
八
幡
を
散
策

平
成
23
年
度
手
話
奉
仕
員

上
級
講
座
受
講
生
募
集
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に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
で
は
、
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
学
習

活
動
の
支
援
と
交
流
の
場
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
、
各
種
講
座
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
６
月
の
イ
ベ
ン

ト
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

■
第
３
回
に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
ま
つ
り

男
女
共
同
参
画
交
流
サ
ロ
ン
で
は
、

日
ご
ろ
の
活
動
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
こ
う
と
、
第
３
回
に
ん
じ
ん

サ
ロ
ン
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
ど

な
た
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

日
時

６
月
26
日
㈰
　
午
後
１
時
〜

４
時

場
所

に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン

内
容

講
座
や
登
録
グ
ル
ー
プ
の
作

品
展
示
と
ス
テ
ー
ジ

■
す
て
き
な
壁
飾
り
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か

折
り
紙
で
オ
ウ
ム
を
折
り
、
は
が

き
サ
イ
ズ
の
壁
飾
り
を
作
り
ま
す
。

見
本
は
に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
に
あ
り

ま
す
。

日
時

６
月
29
日
㈬
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

場
所

に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員

先
着
20
人

参
加
費

材
料
費
と
し
て
２
０
０
円

(額
付
き
)（
欠
席
の
場
合
は
返
金
不

可
）

申
込

６
月
７
日
㈫
午
前
10
時
か
ら

材
料
費
を
添
え
て
、
に
ん
じ
ん
サ
ロ

ン
へ
直
接
申
し
込
み
。
先
着
順
に
て

受
け
付
け

一
時
保
育

先
着
３
人
ま
で
（
１
歳

半
か
ら
就
学
前
の
子
ど
も
、
保
険
料

と
し
て
１
人
50
円
必
要
）。
一
時
保
育

希
望
の
人
は
６
月
15
日
㈬
ま
で
に
に

ん
じ
ん
サ
ロ
ン
へ
直
接
申
し
込
み

問
合

に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
（
男
女
共

同
参
画
交
流
サ
ロ
ン
　
市
民
会
館
西

側
）（
☎
21
・
６
５
５
５
）

泉
大
津
ひ
ま
わ
り
大
作
戦
で
は
、
ひ

ま
わ
り
広
場
を
中
心
と
し
て
、
ま
ち

イ
ッ
パ
イ
に
ひ
ま
わ
り
と
笑
顔
を
咲

か
せ
る
ひ
ま
わ
り
大
作
戦
を
毎
年
行

っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
種
ま
き
祭
を
は
じ
め
、

講
師
の
祐
仙
淳
子
氏
に
よ
る
「
泉
大

津
の
昔
話
」
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

日
時

６
月
12
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

場
所

ひ
ま
わ
り
広
場
（
市
民
会
館

南
隣
）

■
ひ
ま
わ
り
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

わ
た
し
た
ち
は
ひ
ま
わ
り
を
育
て

る
こ
と
を
通
じ
て
、
お
も
い
や
り
の

こ
こ
ろ
と
き
ず
な
を
育
み
、
元
気
あ

ふ
れ
る
あ
た
た
か
い
ま
ち
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
い
っ
し
ょ
に

ひ
ま
わ
り
を
育
て
、
い
ろ
い
ろ
な
体

験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

問
合

ひ
ま
わ
り
大
作
戦
実
行
委
員

会
（
☎
21
・
１
０
９
０
）

■
春
季
企
画
展

「
河
内
の
ム
ラ
の
物
語
ー
池
島
・
福
万

寺
遺
跡
の
３
５
０
０
年
ー
」

河
内
の
ム
ラ
、
池
島
・
福
万
寺
遺

跡
は
、
日
本
の
水
田
の
歴
史
を
語
る

代
表
的
な
遺
跡
で
す
。

今
回
の
展
示
で
は
、
30
年
間
の
発

掘
調
査
で
み
つ
か
っ
た
も
の
、
わ
か

っ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

期
間

７
月
３
日
㈰
ま
で
　
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
５
時
（
入
館
は
午
後

４
時
30
分
ま
で
）

場
所

特
別
展
示
室

入
館
料

一
般
…
４
０
０
円
、
65
歳

以
上
、
高
校
・
大
学
生
…
３
０
０
円
、

中
学
生
以
下
無
料

■
考
古
学
セ
ミ
ナ
ー

▽
６
月
11
日
㈯
…
「
ム
ラ
の
地
形
の

変
化
」・
公
益
財
団
法
人
大
阪
府
文
化

財
セ
ン
タ
ー
　
井
上
智
博
、「
ム
ラ
の

環
境
の
変
化
」・
パ
リ
ノ
・
サ
ー
ヴ
ェ

イ
㈱
　
辻
本
裕
也

▽
25
日
㈯
…
「
ム
ラ
の
祈
り
」・
奈
良

大
学
名
誉
教
授
　
水
野
正
好

時
間

午
後
２
時
〜
４
時

定
員

１
７
０
人
（
当
日
先
着
順
、

午
後
０
時
30
分
か
ら
整
理
券
配
布
・

午
後
１
時
30
分
か
ら
受
付
）

聴
講
料

無
料
（
要
入
館
料
、
一
般

…
４
０
０
円
、
65
歳
以
上
、
高
校
・

大
学
生
…
３
０
０
円
、
中
学
生
以
下

無
料
）

■
こ
ど
も
絵
画
教
室

「
卑
弥
呼
の
時
代
を
描
こ
う
」

日
時

６
月
４
日
㈯
　
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
ご
ろ

対
象

中
学
生
以
下
（
小
学
校
低
学

年
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）

定
員

30
人
（
当
日
先
着
順
）

参
加
費

無
料
（
要
入
館
料
、
一
般

…
４
０
０
円
、
65
歳
以
上
、
高
校
・

大
学
生
…
３
０
０
円
、
中
学
生
以
下

無
料
）

持
物

ク
レ
ヨ
ン
、
水
性
サ
イ
ン
ペ

ン講
師

早
川
和
子
（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
）

■
展
示
解
説

日
時

６
月
11
日
㈯
、
25
日
㈯
　
い

ず
れ
も
午
前
11
時
〜

問
合

府
立
弥
生
文
化
博
物
館
（
☎

46
・
２
１
６
２
　
URL
http://w
w
w
.k

anku-city.or.jp/yayoi/

にんじんサロン 6月からの催し（蕁・薨 21・6555）
6月 8日㈬　午前 10時～正午
絵手紙　亀高怜子さん
6 月 14日㈫　午前 10時～ 11時 30分
男女共同参画セミナー　遠矢家永子さん
6 月 16日㈭　午前 11時～ 20分程度
子どものためのおはなし会　エンジェルクラブ
6 月 16日㈭　午後 2時～ 4時
絵手紙　立花悦子さん
6 月 17日㈮　午前 10時 30分～11時 30分
チェア・エクササイズ（音楽を聞きながらからだを動かしましょう！）　本田ますみさん
6 月 21日㈫　午前 10時～ 11時 30分
男女共同参画セミナー　遠矢家永子さん
6 月 22日㈬　午前 10時～正午
絵手紙　亀高怜子さん
6 月 23日㈭　午後 2時から 1時間程度
「川柳などで、頭の活性化をしてみませんか？」楠畑正史さん
6 月 25日㈯　午前 10時～正午
色紙 (しきし ) に絵を描きましょう　亀高怜子さん
6 月 29日㈬　午前 10時 30分～ 11時 30分
手づくり講座　オウムのポストカードづくり　本田ますみさん
6 月 30日㈭　午後 2時～ 4時
絵手紙　立花悦子さん
7 月 5日㈫　午後 1時 30分～ 3時
男女共同参画セミナー　遠矢家永子さん
※　参加については「にんじんサロン」へお問い合わせください。またサロンをご利
用の際には、必ずスリッパなど上履きをご持参ください。
　6月の休館日は、毎週日・月曜日です。26日㈰はサロンまつりです。

に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
の
お
知
ら
せ

６
月
12
日
㈰
は

ひ
ま
わ
り
種
ま
き
祭

府
立
弥
生
文
化
博
物
館

６
月
の
イ
ベ
ン
ト



（「
イ
ベ
ン
ト
」
の
続
き
）

〜
明
日
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
と
共

に
〜
　
韓
国
伝
統
芸
術
「
舞
と
伽
倻

琴
（
カ
ヤ
グ
ム
）」
&
ス
ペ
イ
ン
舞
踊

「
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
の
風
」

日
時

６
月
26
日
㈰
　
午
後
１
時
30

分
開
演
（
１
時
開
場
）

場
所

テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
１
階
多
目

的
ホ
ー
ル

料
金

前
売
り
２
０
０
０
円
（
当
日

２
５
０
０
円
）

主
催

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
阪

―
南
陵

賛
助
出
演

泉
大
津
混
声
合
唱
団

問
合

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
阪

―
南
陵
（
☎
53
・
４
９
４
５
　
携
帯

０
９
０
・
４
２
７
５
・
７
１
８
１

鈴
木
）

こ
の
事
業
の
収
益
金
は
す
べ
て
東

北
関
東
大
震
災
の
被
災
地
と
性
暴
力

救
援
セ
ン
タ
ー
SACHICO（
Sexual

Assault Crisis Healing Interven

tion C
enter O
saka）
に
寄
贈
し

ま
す
。

■
あ
す
と
絵
本
の
読
み
語
り
会

年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
！
　
お

や
こ
で
楽
し
め
る
絵
本
の
読
み
語
り

会
で
す
。
あ
す
と
ホ
ー
ル
で
は
絵
本

の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時

６
月
26
日
㈰
　
午
前
11
時
〜

11
時
30
分

参
加
費

無
料

申
込

不
要

■
第
９
回
み
ん
な
が
主
役
！

あ
す
と
フ
ォ
ー
ク
の
広
場

60
〜
70
年
代
に
大
流
行
し
た
フ
ォ

ー
ク
ソ
ン
グ
、
青
春
時
代
を
思
い
出

し
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
お
客

さ
ん
も
舞
台
に
立
っ
て
演
奏
（
ア
コ

ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
限
定
、
事
前
要
予
約
）

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

日
時

６
月
26
日
㈰
　
午
後
２
開
演

（
１
時
30
開
場
）

定
員

50
人
（
申
し
込
み
先
着
順
）

参
加
料

５
０
０
円

出
演

吉
岡
克
浩
、
松
田
洋
子
、
小

林
泉
ほ
か

申
込

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は

電
話
予
約

■
あ
す
と
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ

15
回
記
念
と
し
て
入
場
無
料
！

ｊ
ｕ
ｎ
ｊ
ｕ
ｎ
（
ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
東
京
）

が
ゲ
ス
ト
出
演
。
見
ご
た
え
聴
き
ご

た
え
あ
る
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ

ブ
を
お
届
け
し
ま
す
。

日
時

７
月
３
日
㈰
　
午
後
２
時
開

演
（
１
時
30
分
開
場
）

予
約

不
要

出
演

ｍ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ
ａ
、
吉
岡
尚
吾
、

オ
モ
イ

■
親
子
で
遊
ぼ
う
！
　
陶
芸
教
室

「
自
分
だ
け
の
お
皿
」
を
つ
く
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時

①
造
形
…
７
月
10
日
㈰
　
午

後
２
時
〜
４
時
（
１
時
45
分
開
場
）

②
絵
付
け
…
８
月
21
日
㈰
　
午
後
２

時
〜
４
時
（
１
時
45
分
開
場
）

対
象

２
日
間
と
も
参
加
可
能
な
小

学
生
親
子
ペ
ア
（
小
学
生
以
下
お
よ

び
お
子
さ
ん
だ
け
の
参
加
不
可
）

定
員

先
着
ペ
ア
10
組
20
人

参
加
費

無
料

材
料
費

１
０
０
０
円
（
粘
土
１
㎏
、

焼
成
代
）

講
師

大
橋
文
子
（
本
市
在
住
、
陶

芸
作
家
）

な
お
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

申
込

６
月
７
日
㈫
午
前
10
時
か
ら

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は
電
話
に

て
申
し
込
み
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
不
可
）

■
は
が
き
書
画
講
座
生
徒
募
集

一
枚
の
は
が
き
に
日
本
の
美
し
い

四
季
の
草
花
や
山
野
の
風
景
を
描
き

贈
る
人
へ
ひ
と
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
入

れ
ま
し
ょ
う
。
無
料
見
学
可
能
（
一

人
１
回
限
り
）。
見
学
ご
希
望
の
人
は

事
前
に
予
約
を
お
願
し
ま
す
。

日
時

毎
月
第
４
火
曜
日
　
午
前
10

〜
正
午

受
講
料

４
７
２
５
円
（
３
か
月
ご

と
に
前
納
制
）

講
師

八
田
香
園
（
日
本
は
が
き
書

画
協
会
会
長
・
ア
ト
リ
エ
香
園
主
宰
）

■
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座

生
徒
募
集

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
基

礎
か
ら
応
用
ま
で
幅
広
い
内
容
で
、
個

性
豊
か
に
花
を
活
け
こ
む
技
術
を
学

ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。
体
験
可
能
（
一

人
１
回
限
り
。
教
材
費
必
要
）。
見

学
・
体
験
ご
希
望
の
人
は
事
前
に
ご

予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

講
師

①
桶
谷
眞
理
子
（
フ
ラ
ワ
ー

デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
花
時
計
専
属
講

師
）
　
②
山
﨑
し
の
ぶ
（
フ
ラ
ワ
ー

デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
花
時
計
専
属
講

師
）

日
時

①
毎
月
第
１
水
曜
日
　
午
後

１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

②
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
　
午
後
６

時
30
分
〜
８
時
30
分

受
講
料

①
４
７
２
５
円
（
３
か
月

ご
と
に
前
納
制
）
　
②
９
４
５
０
円

（
３
か
月
ご
と
に
前
納
制
）

日
本
女
性
会
議
は
、
一
人
ひ
と
り

が
の
び
や
か
に
自
分
ら
し
く
生
き
ら

れ
る
社
会
を
目
指
す
人
た
ち
が
全
国

か
ら
参
加
し
ま
す
。
今
年
は
松
江
市

で
、「
語
ろ
う
　
紡
ご
う
、〝
だ
ん
だ

ん
〞
の
縁
（
え
に
し
）
を
世
界
へ
」

を
テ
ー
マ
に
開
か
れ
ま
す
。

市
で
は
、
日
本
女
性
会
議
に
参
加

す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
参
加
に
際

し
て
の
参
加
費
・
交
通
費
な
ど
の
費

用
は
個
人
負
担
に
な
り
ま
す
が
、
そ

の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

参
加
会
議

日
本
女
性
会
議
２
０
１

１
松
江

日
程

10
月
14
日
㈮
・
15
日
㈯

場
所

く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
島
根
県

松
江
市
学
園
南
１
ー
２
ー
１
）
ほ
か

対
象

市
内
在
住
の
人

定
員

３
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

抽
選
）

助
成
額

１
人
１
万
円

申
込
・
問
合

人
権
啓
発
課
で
配
布

す
る
所
定
の
用
紙
に
希
望
動
機
な
ど

を
記
入
の
う
え
、
６
月
30
日
㈭
ま
で

に
人
権
啓
発
課
（
市
役
所
１
階
１
番

窓
口
）
へ

市
内
在
住
で
原
則
的
に
60
歳
以
上

の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
、
シ

ル
バ
ー
に
登
録
し
て
就
業
し
て
み
ま

せ
ん
か
、
毎
月
入
会
説
明
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。

日
時

６
月
21
日
㈫
　
午
後
１
時
30

分
〜

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎

23
・
１
０
０
７
）

あ
す
と
ホ
ー
ル

（
☎
20
・
６
７
７
８
）

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
事
業

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）

26

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

登
録
し
て
就
業
し
て
み
ま
せ
ん
か

「
日
本
女
性
会
議
」

参
加
者
募
集

市
で
は
、
低
炭
素
都
市
の
実
現
に

む
け
「
泉
大
津
市
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。
こ
の

計
画
は
、
泉
大
津
市
環
境
基
本
計
画

に
掲
げ
る
取
り
組
み
の
中
で
も
、
特

に
C
O
２
の
削
減
、
地
球
温
暖
化
対

策
に
特
化
し
た
実
行
計
画
で
、
本
市

域
に
お
け
る
C
O
２
削
減
目
標
や
削

減
対
策
な
ど
を
定
め
る
も
の
で
す
。
そ

こ
で
、
本
計
画
の
策
定
に
参
加
し
て

く
れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

満
16
歳
以
上
の
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
人

定
員

２
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
、

選
考
の
上
決
定
）

活
動
内
容

年
５
回
程
度
開
催
さ
れ

る
協
議
会
で
、
市
民
の
立
場
か
ら
意

見
を
述
べ
て
も
ら
う
こ
と

申
込
・
問
合
　
「
泉
大
津
の
環
境
を

こ
う
し
た
い
」
と
い
っ
た
提
言
・
希

望
な
ど
を
４
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
職

業
・
電
話
番
号
を
書
い
て
、
６
月
17

日
㈮
必
着
で
、
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
（
〒
５
９
５
ー
８
６
８
６

住
所
記
載
不
要
）（
市
役
所
２
階
）
へ

市
で
は
、
次
の
と
お
り
公
園
墓
地

の
使
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
用
紙
交
付
期
間

６
月
21
日
㈫

〜
24
日
㈮

申
込
受
付
期
間

７
月
５
日
㈫
〜
８

日
㈮

受
付
場
所

市
民
課

申
込
資
格
者

平
成
22
年
７
月
８
日

ま
で
に
住
民
登
録
ま
た
は
、
外
国
人

登
録
を
し
て
い
る
人
で
、
親
族
（
民

法
に
よ
る
直
系
２
親
等
内
と
配
偶
者
）

の
遺
骨
が
あ
っ
て
、
墓
地
の
な
い
人

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
８
月
２

日
㈫
午
前
10
時
か
ら
市
役
所
職
員
会

館
３
階
集
会
室
で
抽
選
）

区
画
の
大
き
さ

１
・
７
６
㎡
（
間

口
１
・
１
ｍ
×
奥
行
１
・
６
ｍ
巻
石

含
む
）

募
集
区
画

新
区
画
69
区
画

永
代
使
用
料

56
万
円

管
理
料

１
万
３
０
０
０
円
（
年
２

６
０
０
円
を
５
年
分
一
括
納
付
）

永
代
使
用
料
・
管
理
料
の
納
付
期
間

８
月
10
日
㈬
〜
17
日
㈬

使
用
開
始
日

９
月
１
日
㈭
（
使
用

許
可
証
の
交
付
日
）
か
ら

な
お
、
本
年
度
中
に
、
泉
大
津
市

和
泉
市
墓
地
組
合
が
管
理
す
る
春
日

墓
地
に
つ
い
て
も
、
遺
骨
が
あ
り
墓

地
の
な
い
人
を
対
象
に
、
区
画
募
集

を
行
う
予
定
で
す
。
詳
細
は
、
後
日

広
報
い
ず
み
お
お
つ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問
合

市
民
課
（
市
役
所
１
階
４
番

窓
口
）

幅
広
い
年
齢
層
で
毎
週
楽
し
く
体

を
動
か
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
見

学
に
来
て
く
だ
さ
い
！

日
時

水
・
土
曜
日
　
午
前
10
時
〜

11
時

場
所

総
合
体
育
館

内
容

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・
フ
ラ
ダ
ン

ス
な
ど
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
だ
け
の
会
員

も
募
集
中
）

問
合

辻
川
（
☎
０
９
０
・
８
１
６

１
・
０
３
６
２
）

平
成
23
年
度
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種

（
税
務
）
試
験

受
験
資
格

平
成
２
年
４
月
２
日
〜

平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

試
験
の
程
度

高
等
学
校
卒
業
程
度

申
込
受
付
期
間

６
月
21
日
㈫
〜
28

日
㈫
（
郵
送
の
場
合
　
６
月
28
日
㈫

ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効
）

申
込
書
提
出
先

人
事
院
近
畿
事
務

局
（
〒
５
５
３
ー
８
５
１
３
　
大
阪

市
福
島
区
福
島
１
ー
１
ー
60

☎

０
６
・
４
７
９
６
・
２
１
９
１
）

試
験
日
お
よ
び
試
験
内
容

▽
第
１

次
試
験
…
９
月
４
日
㈰
、
教
養
試
験
、

適
性
試
験
、
作
文
試
験
　
▽
第
２
次

試
験
…
10
月
13
日
㈭
〜
20
日
㈭
の
う

ち
、
第
１
次
試
験
合
格
通
知
書
で
指

定
す
る
一
日
、
人
物
試
験
、
身
体
検

査合
格
者
発
表
日

▽
第
１
次
試
験
合

格
者
発
表
日
…
10
月
６
日
㈭
　
▽
最

終
合
格
者
発
表
日
…
11
月
10
日
㈭

試
験
地

▽
第
１
次
試
験
…
京
都
市
、

大
阪
市
、
神
戸
市
、
奈
良
市
、
和
歌

山
市
、
田
辺
市
　
▽
第
２
次
試
験

…
第
１
次
試
験
合
格
通
知
書
で
通
知

採
用
予
定
数

約
45
人
（
近
畿
地
域

採
用
予
定
数
は
、
今
後
の
事
情
な
ど

の
変
更
に
よ
り
変
動
し
ま
す
の
で
、
人

事
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

問
合

大
阪
国
税
局
人
事
第
二
課
試

験
係
（
☎
０
６
・
６
９
４
１
・
５
３

３
１
）、
泉
大
津
税
務
署
総
務
課
（
☎

33
・
５
６
０
１
）

な
お
、
そ
の
他
採
用
に
関
す
る
情

報
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
http

://w
w
w
.nta.go.jp）「
採
用
案
内
」

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

本
市
の
農
業
委
員
会
委
員
19
人
の

う
ち
、
市
議
会
推
薦
４
人
、
農
業
団

体
な
ど
の
代
表
２
人
を
除
く
、
公
選

委
員
13
人
の
任
期
満
了
に
伴
う
選
挙

が
次
の
と
お
り
行
な
わ
れ
ま
す
。

立
候
補
お
よ
び
投
票
の
で
き
る
人

は
、
本
市
に
住
所
を
有
し
、
年
齢
が

満
20
歳
以
上
で
、
10
ア
ー
ル
以
上
の

農
地
で
耕
作
を
営
む
な
ど
の
条
件
が

あ
り
ま
す
。

立
候
補
予
定
者
説
明
会
は
６
月
16

日
㈭
午
後
１
時
30
分
か
ら
、
市
役
所

３
階
大
会
議
室
で
行
い
ま
す
。

告
示

７
月
３
日
㈰

立
候
補
届
出
締
切

７
月
３
日
㈰

午
後
５
時

投
票

７
月
10
日
㈰
　
午
前
９
時
〜

午
後
６
時

問
合

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
市

役
所
３
階
）
へ

泉
大
津
市
環
境
計
画

策
定
協
議
会
の
委
員
を
募
集

リ
ズ
ム
Ｄ
Ｅ
ダ
イ
エ
ッ
ト

サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
募
集

27 広報いずみおおつ　平成23年6月号

公
園
墓
地
使
用
者
募
集

税
務
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
期
日

は
７
月
10
日
㈰
で
す

　子ども手当は０歳から中学校卒業までの子どもを
育てている人に支給されます。６月の現況届の提出
はありません。ただし、10月に届出・申請などが
必要となることがあります。子ども手当の２月分か
ら５月分の支給は、６月 15日㈬です。
問合　児童福祉課（市役所１階 11番窓口）

子ども手当の現況届の提出はありません
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（「
そ
の
他
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き
）

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
若
年

者
納
付
猶
予
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
前

年
収
入
が
０
円
の
人
で
も
市
・
府
民

税
の
申
告
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
若
年

者
納
付
猶
予
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
所

得
に
基
づ
き
審
査
を
行
い
ま
す
。
審

査
対
象
者
が
市
・
府
民
税
の
未
申
告

者
で
あ
る
場
合
は
、
審
査
が
で
き
な

い
こ
と
か
ら
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
次
の
人
は
除
き
ま
す
。

▽
所
得
税
の
確
定
申
告
を
行
っ
た
人

▽
本
市
あ
て
に
勤
務
先
か
ら
給
与
支

払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
、
給

与
所
得
の
み
の
人

▽
控
除
対
象
配
偶
者

な
お
審
査
対
象
者
は
、
免
除
申
請

の
み
ま
た
は
免
除
と
若
年
者
納
付
猶

予
を
同
時
に
申
請
す
る
場
合
は
、
本

人
・
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
若
年
者
納
付
猶
予
申

請
の
み
の
場
合
は
、
本
人
お
よ
び
配

偶
者
が
審
査
対
象
者
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
転
入
の
場
合
な
ど
、
旧
住

所
地
で
の
所
得
証
明
書
の
添
付
を
求

め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
合

保
険
年
金
課
国
民
年
金
係
（
市

役
所
１
階
５
番
窓
口
）、
日
本
年
金
機

構
堺
西
年
金
事
務
所
（
☎
０
７
２
・

２
４
３
・
７
９
０
０
）

現
在
年
金
保
険
料
の
免
除
が
承
認

さ
れ
て
い
る
人
の
承
認
期
間
は
６
月

ま
で
で
す
。
継
続
申
請
の
人
以
外
は
、

７
月
に
再
度
申
請
が
必
要
で
す
。
毎

年
７
月
に
行
っ
て
い
た
市
か
ら
の
免

除
申
請
の
勧
奨
は
、
今
年
度
（
平
成

23
年
７
〜
24
年
６
月
）
か
ら
行
い
ま

せ
ん
。
７
月
に
窓
口
で
再
度
申
請
し

て
い
た
だ
く
か
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
届
く
納
付
書
に
同
封
さ
れ
る
免
除

申
請
書
を
送
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
７
月
に
郵
送
さ

れ
る
郵
便
物
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
広
報
い
ず
み
お
お

つ
７
月
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

本
市
で
は
庁
舎
な
ど
の
冷
房
温
度

を
適
正
に
保
っ
た
り
、
軽
装
を
広
く

呼
び
か
け
る
な
ど
、
地
球
に
や
さ
し

い
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
民
・
事
業
者
な
ど
の
皆
さ
ん
も
、

こ
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
庁

舎
な
ど
へ
お
越
し
の
際
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｏ

Ｌ
Ｂ
Ｉ
Ｚ
（
ク
ー
ル
ビ
ズ
）
の
実
践

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

取
り
組
み
の
内
容

実
施
期
間

６
月
１
日
㈬
〜
10
月
31

日
㈪

実
施
内
容

▽
適
正
冷
房
の
徹
底
…

事
務
所
・
会
議
室
に
お
け
る
適
正
冷

房
の
実
施
　
▽
「
軽
装
」
の
奨
励
…

職
場
お
よ
び
会
議
に
お
け
る
「
軽
装
」

の
奨
励

こ
こ
で
の
「
軽
装
」
と
は
職
場
に

お
け
る
服
装
と
し
て
信
用
と
品
位
を

損
な
わ
ず
、
暑
苦
し
さ
や
不
快
感
を

与
え
な
い
清
潔
感
の
あ
る
服
装
を
指

し
ま
す
。
ま
た
、
名
札
は
見
え
や
す

い
位
置
に
着
用
し
、
原
則
と
し
て
「
ノ

ー
上
着
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
」
と
し
ま

す
。

※
「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
Ｂ
Ｉ
Ｚ
（
ク
ー
ル
ビ

ズ
）」
と
は
、
環
境
省
が
推
進
し
て
い

る
、
涼
し
く
効
率
的
に
働
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
「
夏
の
軽
装
」
の
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
す
。

問
合

生
活
環
境
課
（
市
役
所
１
階

３
番
窓
口
）、
人
事
課
（
市
役
所
４
階
）

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
自
動
車
の

排
気
ガ
ス
や
工
場
・
事
業
場
の
ば
い

煙
に
含
ま
れ
る
窒
素
酸
化
物
や
炭
化

水
素
が
太
陽
の
紫
外
線
に
よ
っ
て
光

化
学
反
応
を
お
こ
し
「
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
」
と
い
う
刺
激
性
の
強
い
物
質
を

作
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
原
因
で
す
。
特

に
日
差
し
が
強
く
て
気
温
が
高
く
、
風

の
弱
い
日
中
に
多
く
発
生
し
ま
す
。

府
で
は
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
生

時
、
ラ
ジ
オ
な
ど
に
情
報
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
で
は
光
化
学

ス
モ
ッ
グ
が
発
生
し
た
と
き
は
、
小

中
学
校
を
含
む
市
内
の
公
共
施
設
な

ど
に
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
発
令
状
況
を

掲
示
し
て
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。
光

化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生
し
た
と
き
は

次
の
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
で
き
る
だ
け
外
に
出
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

○
自
動
車
の
使
用
を
控
え
ま
し
ょ
う

○
目
や
の
ど
に
刺
激
を
感
じ
た
と
き

は
洗
眼
や
う
が
い
を
し
て
く
だ
さ

いな
お
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
情
報
に

つ
い
て
発
令
状
況
な
ど
を
「
お
お
さ

か
の
環
境
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
エ
コ
ギ

ャ
ラ
リ
ー
』」（
http://w
w
w
.epcc.

pref.osaka.jp/）
で
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
合

生
活
環
境
課
（
市
役
所
１
階

３
番
窓
口
）、
府
環
境
農
林
水
産
総
合

研
究
所
情
報
管
理
課
（
☎
０
６
・
６

９
７
２
・
７
６
３
２
）

本
市
で
は
、
毎
月
第
２
・
第
４
週

の
指
定
曜
日
に
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・

食
品
ト
レ
イ
」、「
古
紙
類
」
を
回
収

し
て
い
ま
す
。

最
近
、「
古
紙
類
が
残
さ
れ
て
い

る
」
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
・
食
品
ト
レ
イ
と
古
紙
類
に
つ
い

て
は
、
別
便
で
収
集
し
て
い
ま
す
。

同
日
中
に
は
回
収
し
ま
す
の
で
、
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
回
収
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
生
活
環
境
課
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。

問
合

生
活
環
境
課
（
市
役
所
１
階

３
番
窓
口
）

納
付
期
限
内
に
納
付
の
な
い
人
に

送
付
し
て
い
る
市
府
民
税
（
普
通
徴

収
）、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

軽
自
動
車
税
の
督
促
状
お
よ
び
催
告

書
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
１
枚
の

納
付
書
に
つ
き
納
付
金
額
が
30
万
円

以
内
で
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
刷
さ
れ
て

い
る
納
付
書
に
限
り
ま
す
。

問
合

税
務
課
納
税
係
（
市
役
所
１

階
９
番
窓
口
）

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
　
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ

Ｂ
Ｉ
Ｚ（
ク
ー
ル
ビ
ズ
）
の
実
践

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に

気
を
つ
け
よ
う

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
食
品
ト
レ
イ
、

古
紙
類
」
の
回
収
に
つ
い
て

耳鼻いんこう科診療割

市立病院耳鼻いんこう科診療割変更のお知らせ
　５月１６日から月曜日午前の診察を再開いたし
ました。
　月曜日、木曜日の受付時間は、10時 30分まで
となります。
問合　市立病院総務課（☎32・5622）

金曜日
宮 下

―

木曜日
坂 口

―

水曜日
宮 本

―

火曜日
宮 下

―

月曜日
坂口
木村

（予約のみ）

曜日
午前

午後

市
税
に
係
る
督
促
状
な
ど
の

コ
ン
ビ
ニ
納
付
に
つ
い
て

「
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
」
と
は
、
各
々

の
お
店
が
自
主
的
に
、
ご
み
の
減
量

化
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
を
宣
言
し
、
登
録
し
た
小

売
商
店
で
す
。

例
え
ば
「
エ
コ
マ
ー
ク
商
品
を
販

売
す
る
」
と
か
「
修
理
サ
ー
ビ
ス
を

積
極
的
に
行
う
」
な
ど
の
取
り
組
み

で
す
。
府
内
の
小
売
商
店
で
、
次
の

事
業
の
う
ち
い
ず
れ
か
ひ
と
つ
以
上

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
み
ず

か
ら
宣
言
す
る
お
店
で
あ
れ
ば
登
録

で
き
ま
す
。

「
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
宣
言
」
を
し
よ

う
と
す
る
お
店
は
、
生
活
環
境
課
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
市
で
手

続
き
し
、
府
へ
登
録
す
る
か
た
ち
に

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
包
装
紙
、
袋
な
ど
の
簡
易
包
装
の

推
進

②
紙
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
使
い

捨
て
容
器
を
使
用
し
た
製
品
の
販

売
自
粛

③
空
か
ん
、
ビ
ン
な
ど
不
用
に
な
っ

た
容
器
な
ど
の
回
収

④
再
生
品
を
使
用
し
た
エ
コ
マ
ー
ク

商
品
な
ど
の
販
売

⑤
広
告
チ
ラ
シ
、
事
務
用
紙
な
ど
使

用
量
の
抑
制

⑥
再
生
紙
な
ど
の
再
生
品
の
利
用
促

進

⑦
販
売
品
の
修
理
サ
ー
ビ
ス
へ
の
積

極
的
な
取
り
組
み

⑧
地
域
集
団
回
収
へ
の
協
力

⑨
消
費
者
に
対
し
、
ご
み
の
減
量

化
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
呼
び
か
け
を

し
て
い
る

⑩
そ
の
ほ
か
、
店
の
創
意
工
夫
に
よ

る
ご
み
の
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル

の
推
進

な
お
、
買
い
物
の
際
は
、「
エ
コ
シ

ョ
ッ
プ
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
泉

大
津
市
内
の
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
登
録
店

舗
は
、
大
阪
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
検
索
エ

ン
ジ
ン
で
検
索
で
き
ま
す
。

問
合

生
活
環
境
課
（
市
役
所
１
階

３
番
窓
口
）

今
年
７
月
24
日
に
地
上
ア
ナ
ロ
グ

放
送
は
終
了
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
に
移
行
し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
間

に
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す

る
た
め
の
準
備
を
完
了
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
地
デ
ジ
に
関
す
る
受
信

方
法
、
ま
た
は
機
器
な
ど
に
つ
い
て

の
ご
質
問
は
デ
ジ
サ
ポ
大
阪
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
次
の
日
程
で
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
に
つ
い
て
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

を
開
設
し
、
地
デ
ジ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応

じ
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
サ
ポ
へ
の
直

通
電
話
も
設
置
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
間

６
月
３
日
〜
８
月
26
日
の
毎

週
金
曜
日
　
午
前
10
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
４
時
（
６
月
27
日
〜
８
月

26
日
の
月
〜
木
曜
日
は
、
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
直
通
電
話
を
設

置
し
ま
す
）

場
所

市
役
所
常
駐
相
談
コ
ー
ナ
ー

ま
た
、
自
治
会
や
老
人
会
な
ど
各

種
団
体
へ
の
出
張
説
明
会
も
無
料
で

実
施
し
ま
す
。
な
お
、
申
し
込
み
方

法
な
ど
、
詳
し
く
は
次
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合

総
務
省
大
阪
府
テ
レ
ビ
受
信

者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
大
阪
）

（
☎
０
６
・
７
６
３
７
・
１
０
１
０

平
日
は
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
、
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
午
前
９
時
〜
午
後

６
時
　
URL
http://digisuppo.jp/）

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の

準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る

た
め
に
は
移
行
ま
で
に
準
備
を
完
了

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る

に
は
、
①
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応

の
テ
レ
ビ
に
買
い
換
え
る
、
②
地
上

デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買
い
足
す
、

③
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
視
聴
す
る
な

ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
新

た
に
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

共
同
ア
ン
テ
ナ
施
設
で
テ
レ
ビ
を

ご
覧
の
人
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
た
め

の
施
設
改
修
が
必
要
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
ビ
ル
陰
な
ど

を
原
因
と
す
る
受
信
障
害
対
策
共
聴

施
設
で
テ
レ
ビ
を
ご
覧
の
人
は
、
受

信
障
害
が
解
消
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多

く
、
そ
の
場
合
は
ご
自
宅
に
Ｕ
Ｈ
Ｆ

ア
ン
テ
ナ
を
設
置
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。

こ
れ
ら
の
地
デ
ジ
の
準
備
に
当
た

り
、「
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な

い
」
と
い
う
人
や
「
テ
レ
ビ
を
買
っ

た
の
に
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
で
き

な
い
」
と
い
う
人
に
は
、
総
務
省
大

阪
府
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー

（
デ
ジ
サ
ポ
大
阪
）
が
お
手
伝
い
し
ま

す
。ま

た
、
総
務
省
で
は
経
済
的
な
理

由
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ま
だ
視

聴
で
き
な
い
世
帯
に
対
し
て
、
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
は
、
⑴
生

活
保
護
世
帯
な
ど
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受

信
料
が
全
額
免
除
の
世
帯
、
⑵
市
民

税
が
非
課
税
の
世
帯
で
あ
り
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
簡
易
な
チ
ュ

ー
ナ
ー
（
１
台
）
の
無
償
給
付
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

支
援
の
内
容
、
申
し
込
み
方
法
な

ど
は
、
対
象
世
帯
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
総
務
省
地
デ
ジ

チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合

▽
総
務
省
大
阪
府
テ
レ
ビ
受

信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
大

阪
）（
☎
０
６
・
７
６
３
７
・
１
０
１

０
）
　
▽
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ

ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
、
放
送
受
信

料
全
額
免
除
世
帯
へ
の
支
援
（
☎
０

５
７
０
・
０
３
３
・
８
４
０
）、
市
民

税
非
課
税
世
帯
へ
の
支
援
（
☎
０
５

７
０
・
０
２
３
・
７
２
４
）

「
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
」
に

登
録
し
ま
せ
ん
か

29 広報いずみおおつ　平成23年6月号

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に

関
す
る
お
知
ら
せ

■世界に一番近い旅の博覧会「関空旅博2011」
関西国際空港では、今年３月に開催を一旦見

送っていました、旅の情報発信イベント～世界
に一番近い旅の博覧会～「関空旅博2011」を、
７月16日㈯・17日㈰に開催します。
旅の魅力が満載の「旅行フェスティバル」・

「世界のグルメ」・「ステージイベント」・「海外旅
行セミナー」などに加えて、東北地方の観光資
源を紹介する催しやチャリティー活動も実施し
ます。旅をテーマに皆様が楽しめるイベントを
通じて、関西から日本に元気を発信するととも
に、東北地方の復興や観光の活性化を応援しま
す。
日時 ７月16日㈯・17日㈰　午前10時～午
後５時
場所 関西国際空港

関空ニュース



（「
そ
の
他
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き
）

日
本
国
内
に
は
、
現
在
も
約
８
万

人
の
不
法
滞
在
外
国
人
が
お
り
、
そ

の
多
く
は
、
不
法
就
労
に
従
事
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て

い
ま
す
。

外
国
人
を
雇
用
す
る
場
合
は
、
必

ず
パ
ス
ポ
ー
ト
や
外
国
人
登
録
証
明

書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
在
留
資
格
」

や
「
在
留
期
間
」
を
確
認
し
適
正
な

雇
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合

泉
大
津
・
忠
岡
国
際
交
流
促

進
協
議
会
・
泉
大
津
警
察
署
（
☎

23
・
１
２
３
４
）

し
な
い
　
さ
せ
な
い
　
就
職
差
別

就
職
の
面
接
で
、
家
族
の
出
身
地

や
職
業
、
思
想
・
信
条
な
ど
に
つ
い

て
質
問
す
る
こ
と
は
、
本
人
に
責
任

の
な
い
事
項
や
本
来
自
由
で
あ
る
べ

き
事
項
で
応
募
者
を
判
断
す
る
こ
と

に
な
り
、
就
職
差
別
に
つ
な
が
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

府
で
は
、
６
月
を
「
就
職
差
別
撤

廃
月
間
」
と
定
め
、
啓
発
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
就
職
の
機
会
均

等
を
保
障
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ

い
て
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

就
職
差
別
１
１
０
番

採
用
面
接
時
な
ど
の
差
別
に
つ
い

て
、
相
談
、
関
係
機
関
の
紹
介
な
ど

を
行
い
ま
す
。

相
談
日
時
な
ど

６
月
22
㈬
〜
24
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
　
☎
０
６
・

６
２
１
０
・
９
５
１
８
　
Eー
m
ail

rosei-g04@
sbox.pref.osaka.lg.

jp（
E
メ
ー
ル
で
の
相
談
受
け
付
け

は
６
月
中
随
時
）

問
合

大
阪
府
商
工
労
働
部
雇
用
推

進
室
（
☎
０
６
・
６
９
４
１
・
０
３

５
１
　
内
線
２
８
１
５
）

大
阪
府
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
の

男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
委
員
会
で

は
、
６
月
26
日
㈰
の
午
前
10
時
か
ら

午
後
４
時
に
、「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
り
ん

く
う
泉
南
」
に
お
い
て
、
女
性
の
人

権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
ど
の
よ

う
な
内
容
で
も
結
構
で
す
。
人
権
擁

護
委
員
が
親
切
・
て
い
ね
い
に
お
受

け
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
合

人
権
啓
発
課
（
市
役
所
１
階

１
番
窓
口
）

０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０

（
全
国
共
通
・
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

実
施
日
時

▽
６
月
27
日
㈪
〜
７
月

１
日
㈮
…
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

７
時
　
▽
７
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰
…

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

相
談
内
容

い
じ
め
、
不
登
校
、
体

罰
、
児
童
虐
待
な
ど
子
ど
も
の
人
権

問
題

問
合

大
阪
法
務
局
人
権
擁
護
部
第

三
課
（
☎
０
６
・
６
９
４
２
・
９
４

９
２
）

市
で
は
、
国
な
ど
の
業
務
に
対
す

る
意
見
・
要
望
を
お
聞
き
し
、
そ
の

解
決
や
実
現
を
図
る
行
政
相
談
を
毎

月
開
設
し
て
い
ま
す
。
６
月
か
ら
の

相
談
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

日
時

第
２
月
曜
日
、
第
４
火
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時

場
所

市
役
所
１
階
市
民
相
談
室

問
合

秘
書
広
報
課
（
市
役
所
４
階
）

交
通
事
故
・
貸
金
・
土
地
建
物
明

渡
・
賃
料
給
料
不
払
・
近
隣
ト
ラ
ブ

ル
・
損
害
賠
償
な
ど
の
各
種
紛
争
で

困
っ
て
い
る
人
を
対
象
に
裁
判
所
の

調
停
委
員
が
分
か
り
や
す
く
説
明
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

６
月
22
日
㈬
　
午
後
１
時
〜

４
時

場
所

岸
和
田
市
浪
切
ホ
ー
ル
４
階

第
３
会
議
室

費
用

無
料

申
込

当
日
会
場
で
受
付

問
合

大
阪
民
事
調
停
協
会
（
☎
０

６
・
６
３
６
３
・
３
０
９
１
）

大
阪
府
行
政
書
士
会
堺
支
部
で
は
、

遺
言
や
相
続
、
内
容
証
明
や
各
種
契

約
書
の
作
成
、
帰
化
申
請
、
建
築
・

産
廃
業
な
ど
の
営
業
許
可
、
会
社
設

立
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時

６
月
21
日
㈫
　
午
後
１
時
〜

３
時

場
所

市
役
所
１
階
市
民
相
談
室

問
合

秘
書
広
報
課
（
市
役
所
４
階
）

高
齢
者
を
対
象
に
健
康
相
談
を
実

施
し
ま
す
。

実
施
日
時

６
月
17
日
㈮
、
７
月
１

日
㈮
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容

検
尿
・
血
圧
測
定
・
健
康
に

関
す
る
相
談

問
合

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎

23
・
１
３
９
０
）

30

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）

ぜいきん納税・納付今月の

※納期内に納付してください。
※便利な口座振替をご利用ください。

●市・府民税 (普通徴収 )……
全期前納または第 1期分

●国民健康保険料
(普通徴収 )…………………6月分

●介護保険料 ( 普通徴収 )……･･6 月分

▽
広
報
紙
に
は
、
見
た
人

が
思
わ
ず
微
笑
ん
で
し
ま

う
よ
う
な
笑
顔
を
た
く
さ

ん
掲
載
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ご
家
族
な
ど
の
か
わ
い
い

笑
顔
が
載
っ
て
い
た
ら
秘
書
広
報
課

へ
ご
連
絡
を
。
限
り
が
あ
り
ま
す
が

写
真
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。（
小
）

▽
４
月
30
日
に
開
催
し
た
「
金
魚
す

く
い
選
手
権
泉
州
予
選
大
会
リ
ハ
ー

サ
ル
」
に
参
加
。
先
月
号
で
も
言
っ

た
と
お
り
少
し
自
信
が
あ
っ
た
「
金

魚
す
く
い
」。
結
果
は
０
匹
で
、
見

事
予
選
落
ち
。「
予
選
大
会
」
に
参

加
し
な
く
て
よ
か
っ
た
で
す
。（
濱
）

▽
今
年
で
２
年
目
を
迎
え
た
カ
ル
チ

ャ
ー
・
ス
コ
ー
ル
。
６
月
か
ら
第
２

回
「
匠
の
技
」
シ
リ
ー
ズ
が
始
ま
り

ま
す
（
８
頁
参
照
）。
３
月
ま
で
、

知
る
人
ぞ
知
る
著
名
な
講
師
を
招
い

た
講
演
会
が
満
載
で
す
。
ぜ
ひ
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
　
　
　
（
弥
）

編集後記

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）

ぜいきん納税・納付今月の

※納期内に納付してください。
※便利な口座振替をご利用ください。

●市・府民税 (普通徴収 )……
全期前納または第 1期分

●国民健康保険料
(普通徴収 )…………………6月分

●介護保険料 ( 普通徴収 )……･･6 月分

６
月
21
日
㈫

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

裁
判
所
の
調
停
委
員
に
よ
る

民
事
調
停
手
続
相
談
会

ス
ト
ッ
プ
・
ザ

不
法
滞
在
・
不
法
就
労
！

６
月
26
日
㈰

女
性
の
人
権
相
談
所
を
開
設

６
月
は

「
就
職
差
別
撤
廃
月
間
」

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

高
齢
者
健
康
相
談

６
月
か
ら
行
政
相
談
の

相
談
日
を
変
更
し
ま
す

市
役
所
関
係
機
関
の
連
絡
先 

●  　
●  　
●  　
●  　
●  　
●  　
●
 　
●  　
●  　
●  　
●  　
●  　
●  　
●  　
●  　
●  　
●  　

水・土
コース

火・金
コース

月・木
コース

カン・ビン・せとものなど ペットボトル・食品トレイ・古紙
可
燃
ご
み
収
集
曜
日

6 日㈬、20日㈬

6日㈬、20日㈬

7日㈭、21日㈭

13日㈬、27日㈬

13日㈬、27日㈬

14日㈭、28日㈭

7月 資源ごみ

ごみ減量に向けたスローガン

　 粗大ごみ
電話申込センター

  
 
　

プロジェクト!!
ごみ減量に向けたスローガン

ジーゴジュウ

H20年度同月比
H22年度同月比

   990トン
▲453トン
▲195トン

市全体の排出量 20年度より　　 ％、
22年度より　　 ％
減量できました！
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平成23年度
4月分

会民市●
病立市●
本防本消●
所役市●

市
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み
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集収み
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館編織●
館書図●
支育教●
政働労●

者齢高●
福合総●
んに●
会民市●

関
機
係
関
所
役
市

 

 　
 　
 　
 　

 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　
 　

　

  
 
　

   
　　 
　　 

544･13蕁館
650･23蕁館
644･13蕁ータンセ援支
868･32蕁課策政
920･12蕁
ベ(ータンセ援支祉福・健保者
931･32蕁ータンセ祉福
556･12蕁ンロサんじ
50712蕁館会

 

 　
 　
 　
 　

 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　
 　

　

  
 
　

   
　　 
　　 

7544･13薨55
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2346･23薨98
4928･12薨49

)ータンセルベ
4931･32薨09
5556･12薨55
450712薨05

土
日

・水

金・火

スーコ

木・月

スーコ

ス

曜
集
収
み
ご
燃
可

･

ーコ

0080薨
1･0080蕁
セ込申話電
みご大粗
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31

㈭日12、㈭日7

㈬日02、㈬日6

㈬日02、㈬日6

が障覚聴に主(0035･005･
5270蕁・)料無料話通(0035･321
くみ込し申おで話電へータンセ
の望希ごを)制料有(集収のみ
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)帯携(2258･32･5

。いさだく
みご大粗、は人の
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818･33蕁ータンセ
021･33蕁館育体
050･32蕁館民
671･33蕁館民
346･23蕁ムーホ年少青
481･02蕁館習学生弥根曽

 

 　
 　
 　
 　

 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　
 　

　

  
 
　

   
　　 
　　 

にに量量減減みみごご

3454･33薨18
2021･33薨00
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2346･23薨23
6681･02薨14 ー

減量減量

ロ
み減量量に

同

減減減量減量みみごご

プ
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31
！たしまきで量減減
％りよ度年22
、％りよ度年02

ュジゴージ

日
ご
ろ
よ
り
公
園
プ
ー
ル
を
ご
利

用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
広
報
い
ず
み
お
お
つ
５
月
号
で

お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
穴
師
公
園

プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
建
物
な
ど
の

老
朽
化
に
よ
り
、
平
成
23
年
度
か
ら

の
営
業
を
休
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。な

お
、
助
松
公
園
プ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
例
年
ど
お
り
営
業
い
た
し
ま

す
。

問
合

み
ど
り
推
進
室
（
市
役
所
２

階
）泉

大
津
市
内
に
あ
る
お
店
の
情
報

や
お
得
な
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

携
帯
メ
ル
ア
ド
会
員
募
集
中
！

得
々
マ
ッ
プ
に
携
帯
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
登
録
す
る
と
お
得
な
ク
ー

ポ
ン
を
送
信
し
ま
す
。

ま
た
、
登
録
い
た
だ
い
た
人
か
ら

抽
選
で
オ
ー
ツ
チ
ケ
ッ
ト
（
泉
大
津

共
通
商
品
券
）
毎
月
５
０
０
０
円
分

を
一
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ア
ド
レ
ス

登
録
は
Q
R
コ
ー
ド
か
ア
ド
レ
ス

（
http://w
w
w
.tkm
ap.jp）
で
！

な
お
、
得
々
マ
ッ
プ
の
詳
細
は
htt

p
://w
w
w
.izum
io
tsu-to
ku-

toku.com
へ
。

問
合

泉
大
津
商
工
会
議
所
（
☎

23
・
１
１
１
１
）

献
血
を
次
の
場
所
で
行
い
ま
す
。

近
年
、
医
療
機
関
で
必
要
と
さ
れ

る
血
液
の
多
く
は
４
０
０
裨
献
血
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
体
重
が
50
㎏

以
上
の
人
は
４
０
０
裨
献
血
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
輸
血
用
血
液
の
安
全
性
を

よ
り
高
め
る
た
め
、「
本
人
確
認
」
お

よ
び
「
昭
和
55
年
か
ら
平
成
８
年
ま

で
に
通
算
１
か
月
（
31
日
）
以
上
の

英
国
滞
在
歴
の
あ
る
人
な
ど
の
献
血

制
限
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
献
血
に
際
し
て
は
、
年
齢

や
体
重
な
ど
の
条
件
も
あ
り
ま
す
。

日
時
・
場
所

▽
６
月
３
日
㈮
　
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分
…
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー

▽
５
日
㈰
　
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
…
泉
大
津
郵
便
局

▽
７
日
㈫
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

…
Ｊ
Ａ
い
ず
み
の
穴
師
支
店
　
▽
10

日
㈮
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
…
条

南
小
学
校
　
▽
19
日
㈰
　
午
前
10
時

〜
午
後
４
時
…
要
池
住
宅
集
会
所

な
お
、
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で

休
憩
し
ま
す
。（
７
日
、
10
日
は
午
前

11
時
30
分
か
ら
午
後
０
時
30
分
ま
で

休
憩
）。

問
合

献
血
推
進
協
議
会
（
☎
23
・

１
３
９
３
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
（
４
月
１
日
〜
30
日
取
り
扱
い
分
）。

◇
２
０
０
０
円
　
菊
地
正
代

◇
２
０
０
０
円
　
匿
名

◇
１
０
０
０
円
　
吉
田
千
代
子

◇
２
０
０
０
円
　
貫
野
ミ
ツ
子

◇
１
万
円
　
日
下

（
敬
称
略
）

31 広報いずみおおつ　平成23年6月号

穴
師
公
園
プ
ー
ル

営
業
休
止
の
ご
案
内

泉
大
津
お
店
紹
介
サ
イ
ト

「
い
ず
み
お
お
つ
得
々
マ
ッ
プ
」

善
意
銀
行

献
血
の
お
知
ら
せ

得
々
マ
ッ
プ
Q
R
コ
ー
ド


